
２０２４年５⽉
360°EXPO拡張マップ

関西の市町村では、地域課題の解決や地域の経済発展等の目的で、
万博を活用することによる取組の加速化をうまく進めておられます。

「万博を活用する」観点で、今後の取組のご参考となりますよう、それらの

取組について、６つの目的に分けて、随時紹介していきます。

6.万博のコンセプト
「Peopleʼs Living

Lab」を体現する共創イノ
ベーション創出のために

1.国内外からの来訪

者の地域への誘客の
ために

2.地域産品の魅力を発

信し、地元企業の取引
を拡大させるために

3.他地域や海外との

交流の促進のために

4.万博の目標の一つであ

る「Society 5.0 」の
実現のために

5.万博の目標の一つで

ある「SDGsの達成」
に貢献するために

※ 各市町村では複数の目的で取り組まれているところもありますが、便宜上、６つのいずれかに分けております。



P.１ ALL ARIDA地域活性化プロジェクト ～あたり前の風景を地域の誇りに～
【ALL ARIDA 協議会 2025】

P.２ 三木金物鉋鰹節削り器× 指宿鰹節 コラボ企画 『最高の鰹節をあなたの手で』
【常三郎×山川水産加工業協同組合with行政】

P.３ 日本六古窯サミット2022 in 信楽「旅する、千年、六古窯」 ～これからの千年の持続可能性～
【滋賀県甲賀市】

P.４ SENBOKUスマートシティコンソーシアム
【大阪府堺市 × 南海電鉄・大阪ガス・NTT西日本（運営委員会）】

P.５ 阪南市から世界へ！「健康無関心層に響く体力・脳力測定システム」の開発 ～well-beingを実感できる社会の実現をめざして～
【関西医科大学、コガソフトウェア株式会社、大阪府阪南市】

P.６ 食品ロス削減マッチングサービス「Utteco Katteco by タベスケ」
【兵庫県姫路市】

P.７ ８０（やお）アクション ～みんなで八尾を良くしていく１７の目標～
【大阪府八尾市】

P.８ HANAZONO EXPO ～いのち輝く未来社会にふれてみよう Road to 大阪・関西万博～
【大阪府東大阪市】

P.9 ひらかた万博：みんなで創ろう！この街の未来2025年大阪・関西万博を契機に共創機運の高まりを枚方市へ
【大阪府枚方市】

P.１０ 世界遺産登録でつながる近隣市町との連携による新たなツアーの造成
【彦根商工会議所】

P.１１ MADE FROM MONOZUKURI EXPO Virtual mall J
【鯖江商工会議所】

P.１２ まちの魅力を発信！市民PRチーム「いこまち宣伝部」
【奈良県生駒市】

P.１３ おおよどSDGｓプロジェクト
【奈良県大淀町】

P.１４ 次世代テックフォーラム
【大阪商工会議所】

P.15 メタバースビジネス創出プラットフォーム
【大阪商工会議所】

P.１６ 2025大阪・関西万博を見据えたフランスとの地域資源型・国際交流事業
【兵庫県三木市】

目次（掲載順）

P.１７ 実証事業推進チーム大阪 ～「実証事業都市・大阪」の実現をめざして～
【大阪府・大阪市・大阪商工会議所】

P.１８ 「尼崎運河クルーズツアー」 ～ 新しい魅力を海から伝えます！～
【一般社団法人あまがさき観光局 × 株式会社尼漁開発】

P.１９ ピックアップ あまがさき～自分で見つけるフィールドガイド～
【兵庫県尼崎市】

P.２０ SDGsを推進!!電子地域通貨「あま咲きコイン」 ＆ あまがさきSDGsパートナー
【兵庫県尼崎市 × あまがさきSDGsパートナー × 教育機関】

P.２１ 女性活躍推進事業
【大阪商工会議所】

P.２２ 「オールシーズン×オールタイム」の観光コンテンツの開発
【箕面市観光協会】

P.２３ 「なかなかのまちなか 藤井寺」 ～まちなか観光の創造と交流の促進～
【大阪府藤井寺市】

P.２４ 湖南市クラウドファンディング「市民活動プロジェクト応援ファンド」事業
【滋賀県湖南市】

P.２５ コウカEXPO2023 ～大阪・関西万博に向けた地域資源の魅力発信のイベント～
【滋賀県甲賀市✕甲賀市商工会✕一般社団法人 滋賀県調理師会】

P.２６ 文化・子育て複合施設「おにクル」 ～ 新しい活動や場を生み出す共創の中心地 ～
【大阪府茨木市】

P.２７ Local Coop大和高原プロジェクト 〜持続可能な地域共生社会の構築〜
【奈良市×一般社団法人Next Commons Lab・株式会社paramita・一般社団法人Local Coop 大和高原】

P.２８ 丹後万博２０２３ ～守ろうで、丹後のええもん～
【京都府京丹後市】

P.２９ 「FactorISM-アトツギたちの文化祭-」 ～関西地区最大級の地域一体型オープンファクトリーイベント～
【FactorISM実行委員会】

P.30 まちのコイン「やおやお」 地域活性化プロジェクト
【大阪府八尾市 ×大阪信用金庫・株式会社カヤック・株式会社みせるばやお】

P.３１ ジェンダーなど多様性をテーマにした絵本づくりプロジェクト ～子どもたち一人一人の未来につなぐ～
【兵庫県豊岡市】

P.32 ブランド京野菜のスマート栽培による持続可能な産地づくり
【京都府舞鶴市】



P.33 セーフコミュニティ・プロジェクトin松原
【大阪府松原市】

P.３4 2025⼤阪・関⻄万博をまちと⼈の成⻑の機会に
【和歌山県有田市】

P.35 スポーツによる国際交流を通じた地域の活性化
【橿原市観光協会】

P.36 丹波篠山国際博 日本の美しい農村、未来へ
【兵庫県丹波篠山市】

P.３７ 子どもたちの国際交流 ～Fly to the world!!～
【大阪府泉南市】

P.38 大阪・関西万博関連事業 ～ 南あわじ市・トロペア市たまねぎ友好交流 ～
【兵庫県南あわじ市】



事業名

取組の概要

ALL ARIDA地域活性化プロジェクト～あたり前の風景を地域の誇りに～

ALL ARIDA 協議会 2025
誘客促進

和歌山県有田市

和歌山県 有田市は、大阪・関西万博に向け、インバウンド等により誘客を促進し、地域経済の発展につなげることを目的と
した民間主体の「ALL ARIDA 協議会 2025」を2022年3月9日に設立しました。

有田市観光協会、紀州有田商工会議所など各団体・事業所の連携により、市・特産品の認知拡大及び販売拡大はもとよ
り、まちの魅力をさらに磨き上げることで誘客促進を図り、地域経済の発展につなげていきます。

本万博との関わりが地域の誇りに昇華出来るシナジー契機とすることで、この機会により創出されるレガシーが将来にわ
たって地域全体を輝かせ、子どもたちが夢を持ち続けることができる未来社会創出に挑戦します。

市プロモーション動画作成

産品開発

ミャクミャクとコラボ 2022年度活動内容一例

ANA国内線機内（約3万便）にて放映中（2023年3月）

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

ALL ARIDA 協議会 2025
つながりが生む
魅力あるまちへ

みかん × 魚 × 万博活用

問い合わせ先：和歌山県有田市役所ふるさと創生室

担当者：ブランド推進係 田中

 URL：https://www.city.arida.lg.jp

Mail：brand@city.arida.lg.jp
有田市役所

ALL ARIDA 協議会 2025 （2023年3月掲載）

市内の商工業や水産業、農業、観光業、中高
生との産学官民連携のみならず、2025年日
本国際博覧会協会、和歌山県、㈱JTB、ANA
あきんど㈱など重層的連携を図っています。次
年度からは観光DX分野のスタートアップ企業
と連携する予定です。

2022年は、アウターブランディングとして、公
共交通を担う運輸各社（ANA、JR西日本）と
の連携を図り、市プロモーション展開等を実施
し、来訪促進や特産品の認知・販売拡大に取り
組みました。

味と歴史が日本一の有田みかんや漁獲量が
日本一である太刀魚などを活用した特産品に
よる誘客のための「産品開発」や、 地域の観
光資源を活用した体験コンテンツの創出、有田
色強化によるブランディングとおもてなし体制
の確立を軸に据えて、ALL ARIDAで取り組み
ます。

有田市は、みかん産業や漁業など、魅力的な
地域産品を複数有する地域です。一方、後継
者不足や高齢化など１次産業の課題を抱えて
います。

そこで、2025大阪・関西万博に向けた、イン
バウンド等をターゲットとした有田市への誘客
促進、地域経済の発展につなげることを活動
の目的として、ALL ARIDA 協議会が2022年
3月9日に発足しました。

市内には、車で関西空港から60分、大阪・関
西万博会場から90分で来訪可能な圏域に位
置しています。この機をチャンスと捉え、万博効
果を最大限に活かすべく、万博に訪れた観光
客を有田地方に誘客することで、観光客の増
大、地域課題の解決を含めた経済の発展を目
指します。

2025⼤阪・関⻄万博を⾒据えたインバウンド
誘客に向け、SDGsに関心のある企業との共同
産品開発により、これまで廃棄されるだけで
あった摘果みかんや摘蕾されるみかん花、市場
に出回らない未利用魚などを活用して高付加
価値化することで、１次産業の課題解決に取り
組みます。

摘果みかん果汁と新鮮な魚を使ったすし作り
体験や水揚げされたばかりの旬の魚を使った
美味しい食べ方、料理教室など、他では体験で
きないメニューでおもてなしなど、みかん産業と
水産業の強みを活かした体験コンテンツ創出
を目指します。

また、本万博との関わりが地域の誇りに昇華
出来るシナジー契機とすることで、新たなつな
がりや創造が「まちと人の成長する機会」とな
るよう取り組みます。

1



事業名

取組の概要

三木金物鉋鰹節削り器（兵庫県三木市） × 指宿鰹節（鹿児島県指宿市）

コラボ企画 『最高の鰹節をあなたの手で』

常三郎×山川水産加工業協同組合with行政
取引拡大

兵庫県三木市

兵庫県と鹿児島県。900 ㎞離れた土地の地域団体商標同士のコラボによるイノベーション・販売促進プロジェクト。

世界一固い食べ物と呼ばれる「本枯れ本節：指宿鰹節」を「最高の鉋：三木金物」で削ることで、互いの課題を解決し合い、
高い付加価値創出を実現しています。

2025年大阪・関西万博では、商品・地域に対するファンの創出や想像していないような外国との食を通じたコラボなど、と
もに課題解決を進める仲間が出来ることを期待しています。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

９００ｋｍ離れた
広域コラボの実現

突き抜けた強み同士による
付加価値化

万博の先の持続可能で
Well-Beingな未来へ

三木市は、神戸や大阪の通勤圏にあり、豊か
な自然に恵まれた関西有数の「トカイナカ」。一
方、基幹産業である大工道具は、近年の工業
化等による需要の減少に加え、伝統技術の継
承等の課題を抱えていました。

他方、鹿児島県指宿市では、日本一の生産量
と質を誇る鰹節「本枯本節」をきれいに削るこ
とのできる「削り器」の生産等に課題を抱えて
いました。

山川水産加工業協同組合から九州経済産業
局に相談があり、近畿経済産業局が金物のま
ち三木市を紹介。世界一固い食べ物と呼ばれ
る『本枯本節』と『最高の鉋』。９００ｋｍ離れた、
ともに地域団体商標を取得する地域産品が出
逢い、令和3年5月からコラボが開始しました。

人口減少問題に負けない、両市のブランド化
やコラボ商品の開発による地域経済の活性化
に取り組んでいます。

世界一硬い食べ物『本枯本節』を削ること
のできる強度と粘り強さをもつ削り器を三木市
の金物事業者 常三郎が開発。既存商品では、
うまく削れず粉が多く生成されてしまっていまし
たが、コラボにより、まるで花びらのような削り
節を生成できるようになりました。

この特徴を生かし、鰹節＋削り器をセットとし
て、山川水産での販売や、ふるさと納税返礼品
への追加、料亭での活用等、多様な出口戦略
による販売促進を展開しています。

また、三木市内のインバウンド体験型コンテン
ツとしての商品化や、うめきた外庭スクエア
SDGsイベントでの「日本酒試飲 × 目の前で
削る鰹節」体験など、一回きりで2者間のみに
閉じるコラボに終わらせない、両市・両事業者
が他を巻き込みながら継続的につながるブラ
ンド化を推進しています。

2025年大阪・関西万博では、各地から訪
れる2820万人の方々に、日本の食を支える
出汁文化だけでなくモノづくり文化にも触れ
ていただくチャンスです。

商品を通じて、三木や指宿を訪れ、体感し、
よりファンになっていただくことで、持続可能
でWell-Beingな未来の構築を目指します。

また、当該コラボには、販路開拓や両市経済
への波及効果に加えて、新たな連携を生み出
す可能性があります。万博では、想像していな
いような外国との食を通じたコラボ企画など
による魅力あるイノベーションの創出を推進
することで、課題解決を進める仲間が出来る
ことを期待しています。

担当者：三木市総合政策部縁結び課 清水

Mail：akihiko_shimizu@city.miki.lg.jp 
常三郎 × 山川水産加工業協同組合 with行政

三木金物鉋鰹節削り器（三木市） × 指宿鰹節（指宿市）コラボ企画 『最高の鰹節をあなたの手で』 （2023年3月掲載）

※兵庫県三木市ご担当者 ： 岡部さん＆清水さん
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事業名

取組の概要

日本六古窯サミット2022 in 信楽

「旅する、千年、六古窯」～これからの千年の持続可能性～

滋賀県甲賀市
交流促進

滋賀県甲賀市

日本六古窯サミット2022 in 信楽は、令和4年10月7日（金）に甲賀市で開催されたイベントです。日本遺産「日本六古
窯」を構成する6つの産地が開催地である滋賀県甲賀市に集い、様々な企画が展開されました。

全体テーマは「六古窯博覧会（ろっこようはく）」。六古窯関係者の交流を深めるという従来の目的に、 2025年に万博が
関西で開催されることを見据えて新たな関係性を広げるという目的を加え、次の千年に向けた新たな出会いを生む、開かれ
た催しとなりました。また、6つの産地が今後進むべき方向をサミット宣言として発出されました。

共 催：六古窯日本遺産活用協議会
（越前町・瀬戸市・常滑市・丹波篠山市・備前市）

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

日本六古窯サミット2022
in 信楽

仲間と結束して
苦難を乗り越える

2025年と
その先の千年へ

「六古窯は仲間。6つの産地は共通であり、相
違もある。一緒に継承する義務がある。未来へ
の持続的取組としたい。」甲賀市長は開会挨
拶でこのように述べられました。

本サミットは2020年に開催予定でしたが、新
型コロナウイルスの影響による2回の延期を経
て、3年越しの開催であり、この間、それぞれの
産地においても未曾有の苦難を経験した後の
初めてのサミット開催となりました。

まさに、次の千年に向けて、結束して進む第一
歩が本サミットにより踏み出されました。式典の
最後には、6市町長によって、2025年大阪関
西万博をマイルストーンとするサミット宣言が行
われ、採択されました。

次回は、大阪・関西万博の開催年度である
2025年に備前市での開催を予定。万博会
場からの誘客や、中国地方における他のイベ
ントとの連携も見据えています。

サミット中の基調講演において、元日本遺産
プロデューサーの小山龍介氏は、「国内的に
は離れた場所にある六古窯もまた、海外から
見ればひとつの産地であり、海外の〈観客〉
を意識することによって地域の協力関係を生
み出し、相互協力を進めることに六古窯の未
来がある。」と言及されていました。

それぞれが文化と歴史を持つ6つのやきも
の産地。次は、日本を超えて世界へ、次の千
年へ、日本六古窯が万博から飛躍します。

問い合わせ先：甲賀市産業経済部商工労政課

 URL：六古窯日本遺産活用協議会HP：https://sixancientkilns.jp     

甲賀市HP:https://www.city.koka.lg.jp/2012.htm 

Mail：koka10351000@city.koka.lg.jp
甲賀市

日本六古窯サミット2022 in 信楽 （2023年3月掲載）

日本六古窯は、古来の陶磁器窯のうち、中世
から現在まで生産が続く、代表的な6つの窯
（越前・瀬戸・常滑・信楽・丹波・備前）の総称
です。1948年頃、古陶磁研究家・小山冨士夫
氏によって命名され、2017年春、日本遺産に
認定されました。

それを機に＊6市町では、六古窯日本遺産
活用協議会を発足させ、日本六古窯としての
活動を深化させています。

本サミットは、昭和63 年に丹波篠山市（当
時・今田町）で第１回が開催されてから、今回
で15回目。滋賀県信楽窯業技術試験場が移
転オープンすることを記念し、甲賀市にて開催
されました。サミットに併せて、マーケットや企
画展なども併催され、市民や外部にも開かれ
たイベントとなりました。
＊6市町…越前焼：福井県越前町、 瀬戸焼：愛知県瀬戸市、 常滑
焼：愛知県常滑市、 信楽焼：滋賀県甲賀市、 丹波焼：兵庫県丹波
篠山市、 備前焼：岡山県備前市

3



事業名

取組の概要

SENBOKUスマートシティコンソーシアム

大阪府堺市 × 南海電鉄・大阪ガス・NTT西日本（運営委員会）
Ｓociety5.0

大阪府堺市

堺市では2022年6月に、堺市・南海電鉄・大阪ガス・NTT西日本が発起人となり、 産業界や大学、住民団体とイコール
パートナーでスマートシティを推進する主体として「SENBOKUスマートシティコンソーシアム」が設立されました。

実証プロジェクトなどの企画・コーディネートを通じ、新しいサービスの地域への定着、持続的発展に向け取組を進めていき
ます。ヘルスケアのほか、モビリティ・エネルギー・スマートタウン・データ連携のWGを設置し、泉北ニュータウン地域をフィー
ルドにICTを活用したイノベーションを起こす機運が高まっています。

※団体数は2023年3月2日現在の数字

会員数
133団体

社会実装に向けた⽇本最⼤級の
スマートシティ推進主体

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

Live SMART,
Play SENBOKU

かつてのベッドタウンから、
より豊かに暮らせるまちへ

2025大阪・関西万博
での飛躍

問い合わせ先：堺市 市長公室 政策企画部 先進事業担当

 URL：https://senboku-smartcity.com/

Mail：senshin@city.sakai.lg.jp

info2@senboku-smartcity.com

堺市・南海電鉄・大阪ガス・NTT西日本（運営委員会）

SENBOKUスマートシティコンソーシアム （2023年3月掲載）

モビリティWGでは、簡単な予約で車両を呼
び出し、乗り合いバスで行きたい停留所まで運
んでくれるAIオンデマンドバスの実証事業、
NANKAIオンデマンドバスを展開。また、電動
カートや電動キックボードのシェアリング実証プ
ロジェクトが実施されるなど、起伏のある地形と、
高齢化が進む地域における、住民の移動課題
の解決に向けた取組が進められています。

また、ヘルスケアWGでは、睡眠センサーによ
る健康管理と見守り支援や、アバターによる高
齢者や障害者の社会参画を創出する「泉北ア
バタープロジェクト」を大阪大学石黒名誉教授
等と推進するなどの取り組みを進めています。

その他３つ（エネルギー、スマートタウン、デー
タ連携）のWGが存在し、各分野からスマートシ
ティ化を進めるプロジェクトが創出されていま
す。

泉北ニュータウンは、1967年のまちびらきか
ら今年で55年が経過し、インフラの老朽化と高
齢化が進んでいます。

こうした課題を解決すべく、公民連携でICTを
活用しながら、住民の暮らしの質の向上（Live 
SMART）を図るとともに、住民それぞれが暮ら
しを愉しむ（Play SENBOKU）ことのできる新
たな価値を創造し、泉北ニュータウン地域なら
ではの魅力を高める、「SENBOKU スマートシ
ティ構想」を公表しました。

コンソーシアムは、社会実装を前提に、公民が
イコールパートナーでスマートシティプロジェク
トに取り組む推進主体です。

西日本最大級のニュータウンである泉北
ニュータウン地域の課題解決と、住民の暮らし
の質の向上をめざします。ひいては、全国の
ニュータウンのモデルケースとするべく、スター
トした取り組みです。

高齢化やインフラの老朽化など、ニュータウン
ならではの課題解決を目的とした「課題解決
型」スマートシティを進めます。

大阪府が整備を進める広域都市OS
「ORDEN」を活用し、公民の様々なサービスと
データを「SakaI-D」で連携することで、住民の
ウェルビーイングの向上をめざします。

大阪・関西万博を大きな契機とし、公民のデー
タ連携により、地域課題の解決と持続可能なビ
ジネスモデルの確立、いわゆるスマートシティ実
装のモデルを示すことにより、同様の課題を持
つ日本全国へのサービス展開につながります。

かつてのベッドタウンから、より豊かに暮らせる
まちとして、泉北ニュータウンの価値を高め、次
世代へ引き継ぐ。そのために、今後、都市OSを
活用し、実証から実装のフェーズに移行します。

コンソーシアム プロジェクト
４



事業名

取組の概要

阪南市から世界へ！「健康無関心層に響く体力・脳力測定システム」の開発
～well-beingを実感できる社会の実現をめざして～

関西医科大学、コガソフトウェア株式会社、大阪府阪南市
Ｓociety5.0

大阪府阪南市

健康寿命の延伸、医療費と介護給付費を適正化するために健康無関心層の参加を促すため、関西医科大学とコガソフト
ウェア株式会社で、ＷＥＢでの登録要件を極力簡易にした、誰でも利用できる体力・脳力測定プログラムを開発し、体力・脳
力の実力を本人にフィードバックすることで、健康事業への関心を高め参加者のすそ野拡大をめざしています。

まずは、実証実験として共創パートナーである阪南市をフィールドに、阪南市の成人への体力・脳力測定プロジェクトを実施
して普及拡大を図っています。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

スマートシティの推進
健康無関心層への

アプローチ手法の確立
DXにより社会保障給付費の

適正化を目指す

阪南市では、第２期阪南市総合戦略にスマー
トシティの推進を重点施策に掲げており、令和
１２年（２０３０年）までに、南大阪を代表するス
マートシティのモデル都市をめざし、ＩＣＴやＩｏＴ
などを活用して、地域の課題解決に貢献すると
ともに、より生活しやすい持続可能な地域社会
のまちづくりを進めています。

とくに健康分野の課題として、高齢化による要
介護者と認知症患者が急増していますが、健
康無関心層の健康行動の動機づけできる機
会が少ない状況です。そのため、健康無関心
層が参加しやすい取組が必要です。

先述した課題を解決するため、令和２年度か
ら令和４年度に「スポーツによる地域活性化推
進事業（運動・スポーツ習慣化促進事業）」を
活用し関西医科大学・コガソフトウェア・ミズノ
及び泉佐野泉南医師会と連携した健康無関
心層を取り込むための健康事業を行いました。
その結果医師が運動を必要とする患者（健康
無関心層）に勧奨することは運動への強い動
機づけに高い効果があることが検証できました。

※100名募集の運動教室に156名の無関心
層が応募（令和3年度）

また、参加者の96％が教室終了時に運動を
継続する意向を示しており、運動の習慣化に成
功しています。

今回開発する「ＷＥＢカメラでの運動機能レ
ベル・体力レベル・認知機能レベルを判定す
るプログラム」を阪南市での展開を皮切りに、
各自治体や企業にも展開し、それぞれの健康
事業への参加者へのすそ野拡大を図り、健康
増進や生活習慣病の予防、介護予防力・認
知症予防力の向上を図り、健康寿命の延伸、
介護費用や医療費の適正化をめざします。

また、今回の開発プログラムをベースに「非
接触センサーによる身体機能評価システム」
へ発展させて、２０２５年の大阪・関西万博で
の展示をめざします。

本活動の成果を大阪・関西万博を通じて全
国・世界に発信することは、データ利活用等
のデジタル化の推進による社会課題・地域課
題解決や国策としての国民がwell-beingを
実感できる社会の実現に貢献できるものと考
えています。

問い合わせ先：大阪府阪南市政策共創室

 URL：https://www.city.hannan.lg.jp

Mail：seisaku@city.hannan.lg.jp関西医科大学、コガソフトウェア株式会社、大阪府阪南市

阪南市から世界へ！「健康無関心層に響く体力・脳力測定システム」の開発 （2023年3月掲載）

（例）図表_取組の概要がわかるもの 
・先方HPやスライド等から転載可のモノを掲載
・簡単な図・イメージがある方がbetter
・掲載にあたり、許諾（出展記載）等あれば対応
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事業名

取組の概要

食品ロス削減マッチングサービス

「Utteco Katteco by タベスケ」（姫路モデル）

兵庫県姫路市
SDGs

兵庫県姫路市

食品ロス削減マッチングサービス「Utteco Katteco by タベスケ」（姫路モデル）は、市内の食品関連事業者が食品ロス
になりそうな食品を売って「ECO」、消費者はそれらの食品を買って「ECO」、自治体は事業系食品ロスの減量が図れ
「ECO」となる、３方よしのフードシェアリングサービスです。

フードバンク情報やフードドライブ情報も発信し、家庭系食品ロスの削減にもつながる、全国15自治体へ横展開されている、
注目のプロジェクトです。

姫路市は、「世界をつなぐSDGs推進都市ひめじの夢」のスローガンのもと、万博を契機に取り組みを加速します。

※2023年3月１日現在のデータです

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

Utteco Katteco
by タベスケ

３方よしの
フードシェアリング

世界をつなぐSDGs推進都市
ひめじの夢

問い合わせ先：兵庫県姫路市（姫路市役所環境局美化部リサイクル課）

 URL：
https://www.city.himeji.lg.jp/bousai/0000015555.html

Mail：recycle@city.himeji.lg.jp
兵庫県姫路市

「Utteco Katteco by タベスケ」（姫路モデル） （2023年3月掲載）

市内の食品関連事業者が、廃棄になる可能
性がある食品を通常よりも安価に販売し、ウェ
ブサイト及び姫路市公式アプリ「ひめじプラス」
で情報発信します。消費者（市民）は、スマート
フォンやパソコンから希望商品を注文でき、姫
路市は、市域の事業系食品ロスの減量が図る
ことができる、まさに「3方よし」なサービスです。

2019年度より、NPO法人フードバンクはりま
と連携し、食品ロス削減の取り組みのひとつで
あるフードドライブを開催し、生活困窮者支援
にも取り組むんでいます。

関係者みんながよろこぶ、仕組みが評価され、
全国15自治体*へ取組が横展開されるなど、
市外でも注目されている取り組みです。（*長崎県佐

世保市、三重県桑名市、山梨県甲府市、長野県松本市、栃木県鹿沼市、愛知県

安城市、宮城県仙台市、東京都八王子市、三重県亀山市、東京都小金井市、佐

賀県佐賀市、東京都江戸川区、三重県志摩市、三重県伊勢市、愛知県津島市）

姫路市では、2019年2月に「姫路市“食品ロ
ス”もったいない運動推進店」登録制度を創設。
食品ロス削減に取り組む食品関連事業者を
「姫路市“食品ロス”もったいない運動推進
店」として登録することで、事業系食品ロスの
削減を推進するとともに、登録制度の普及を通
じて市民の食品ロス削減への意識啓発を図っ
てきました。

2021年3月1日より、食品関連事業者から発
生する食品ロスの更なる削減を図るべく、全国
の自治体でも初の政策となる「姫路市“食品ロ
ス”削減マッチングサービス（Utteco
Katteco by タベスケ）」の運用を開始しまし
た。これまで10トン以上の食品ロス削減を実現
しています（2022年11月3０日現在）。

姫路市では、2021年2月には2050年までに
二酸化炭素の実質排出ゼロを目指した「ゼロ
カーボンシティ宣言」を実施しました。さらに、
様々なSDGsに基づく施策展開を続け、2021
年5月、内閣府より「SDGs未来都市」に選定
されています（兵庫県内では2番目、播磨圏域
では初）。

現在も、「Utteco Katteco by タベスケ」事
業の他、全国初・姫路市発の域内でのペットボ
トル資源循環型リサイクル事業など、SDGs未
来都市として多角的にエコなまちづくりを進め
ています。

2025年の大阪・関西万博は「SDGs万博」と
も言われています。「世界をつなぐSDGs推進
都市ひめじの夢」をスローガンに、今後も万博
と目標をともに、多様な社会的課題解決に向け
て取り組みを加速します。

マッチングサービスの利用状況等
（2023年2月28日現在）

・ ユーザー数：37,567人

・ 協力店舗数：42店舗

・ 出品数：3,375品

・ 取引成立数：8,474件

・ 削減数：11,125,665グラム

６



事業名

取組の概要

８０（やお）アクション ～ みんなで八尾を良くしていく１７の目標（やおSDGs：幸
せに 大好きな八尾で 元気に暮らせたら サイコー! ）～

大阪府八尾市
SDGs

大阪府八尾市

八尾市では、2025年大阪・関西万博にむけた機運醸成や市民参画の取り組みを進めています。

「80（やお）アクション」は、2025年の万博を盛り上げ、共創によるまちづくりを推進し、市民のみなさん
とともにSDGsの達成をめざす取り組みです。SDGs達成にむけて、ひとりひとりの身近な行動やさまざまなつな
がりを「80（やお）アクション」として共有することで「万博へとつながり」「万博後もまちを良くしていく」
ことを目標にしています。また、多くの方に参加していただくための「ロゴデザイン」と「17の目標とアイコ
ン・80のターゲット」を作成しました。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

８０（やお）アクションとは
みんなで八尾を良くしていく
「１７目標と８０ターゲット」

万博を通じた
八尾の機運醸成と今後の展望

2023年2月と3月を八尾にちなんで万博開
催800日前月間として、さまざまなイベントや
万博公式キャラクター（ミャクミャク）デザイン
の原付ナンバープレートの交付を開始するな
ど、機運醸成に取り組んでいます。

今後も、機運醸成や共創支援に取り組みな
がら、『80(やお）アクション特設サイト（下記
記載）』で、イベント情報や共創の取り組みの
ほか、ひとりひとりがSDGs達成にむけて宣言
する「＃わたしの８０アクション」の投稿内容な
ど万博関連情報の発信をしていきます。

「８０（やお）アクション」により、ひとりひとり
のアクションが万博だけではなく八尾の未来
に繋がっているという共感を広げるとともに、
共創の取り組みを進めることで、万博後も見
据えた八尾の成長をめざしていきます。

問い合わせ先：八尾市 政策企画部 やおプロモーション・万博推進プロジェクトチーム

担当者：高尾・穂満・眞田

 URL：https://80-yao-action.net/

Mail：yaopr@city.yao.osaka.jp TEL：072-924-4002
八尾市

８０（やお）アクション （2023年3月掲載）

（例）図表_取組の概要がわかるもの 
・先方HPやスライド等から転載可のモノを掲載
・簡単な図・イメージがある方がbetter
・掲載にあたり、許諾（出展記載）等あれば対応

８０（やお）アクションは、大阪・関西万博と
SDGs達成に向けて、一人一人の身近な行動
や様々なつながりを共有することで、「万博へと
つながり」「万博後もまちをよくしていく」ことを
目標にしています。 これは、TEAM EXPO共創
パートナーとしての取り組み「つながり、かがや
き、しあわせ感じ、ともに成長しよう ～みんなで
つくるプロジェクト～」とリンクしています。

また、SDGsと言うとハードルが高く、自分には
関係のないことと感じる方も多いかと思います
が、ちょっとした意識を変えるだけでも、社会の
変化につながります。 皆さんの活動一つひと
つを、より良い八尾に、より良い世界や未来に
つなげていくことが、このプロジェクトのめざす
ところです。 たくさんの共創やアクションが生ま
れるよう支援し、また、万博会場でも八尾の魅
力発信ができるようにオール八尾で取り組ん
でいきます。

多くの方が「８０（やお）アクション」に参加し
ていただくために、ロゴデザインは一般投票で
決定し、SDGsのゴールに定められている17の
国際目標と対応した目標とアイコンは、大阪弁
を使用したり、八尾の魅力をデザインするなど、
親しみやすいものとなる工夫をしています。

また、目標達成のための「80のターゲット」を
作成し、みんなで八尾をよくするためのアクショ
ンとして、活用を呼びかけています。市内企業・
団体から、８０（やお）アクションとそれぞれの活
動を絡めて発信したいという提案をいただくな
ど、認知と期待が高まっている状況です。

２０２３年１月に八尾の万博参加に関する情報
をまとめる特設サイトやSNSをオープンし、本格
的な広報活動も開始しました。本市が自治体
で唯一の出展となる大阪パビリオンへの出展
情報もこのサイトから発信します。

特設サイト

７



事業名

取組の概要

HANAZONO EXPO ～いのち輝く未来社会にふれてみよう Road to 大阪・関西万博～

大阪府東大阪市
共創

花園中央公園（大阪府東大阪市）

東大阪市は万博を身近に感じている周辺自治体として、万博の開催主旨に賛同し、万博の意義や可能性をさらに多くの
人に知っていただき、興味を持っていただくために、産学公共創のもと万博の機運醸成につながる事業「HANAZONO 
EXPO 」を開催します。
ポストコロナ社会における新しい生活様式や価値観、最先端のデジタル 技術を来場者が見て触れて体験できる機会をつ

くることにより、東大阪市のウェルビーイングの実現、にぎわいの創出及び２０２５年に開催される「大阪・関西万博」の機運
醸成につなげます。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

HANAZONO EXPO
の開催経緯

HANAZONO EXPO
の取り組み・特徴

HANAZONO EXPO
から見据える未来

東大阪市は、企業、自治体等が連携し万博等
を活用し「新産業創出と“いのち輝く未来社
会”づくり」を目指した共創活動を促進する（一
社）夢洲新産業・都市創造機構（※）に自治体
第1号として参画し、万博が生み出すイノベー
ションを東大阪が享受できるよう取り組みを開
始しました。

また、東大阪市には、「モノづくり・文化・大学・
スポーツのまち」というイノベーションを生み出
す土壌があります。万博を身近に感じている会
場の周辺自治体として、万博の開催主旨に賛
同し、万博の意義や可能性をさらに多くの人に
知っていただき、興味を持ってもらう取り組みと
して、2022年11月に市内の花園中央公園を
実験実証フィールドに「HANAZONO EXPO」
を開催しました。
※（一社）夢洲新産業・都市創造機構・・・250を越える産学公が共創
し、大阪・関西万博等を活用した新産業の創出と万博後のレガシーを
活かした未来都市の創造を目指す。大阪関西及び日本経済・社会の
進歩と繁栄に貢献する団体。

東大阪が「万博開催機運の醸成」 「大阪の
盛り上げ」 「未来をけん引する魅力あるまち」
を達成できるよう、「HANAZONO EXPO」を、
東大阪の発展と未来構築の足掛かりにしてい
きます。

また、本事業を取り巻く来場者、出展者、協賛
社、博覧会協会、近隣自治体などの全てのス
テークホルダーが大阪・関西万博をメルクマー
ルとして共創し、東大阪の地域を盛り上げる土
壌を築いていきます。

そのために、2022年だけの単発事業に留ま
らず、2025年の万博に向けた3か年で、万博
への機運醸成とともに、東大阪を象徴するイベ
ントに育て上げながら、市民の意識改革を実現
していきます。

「モノづくり・文化・大学・スポーツのまち」
という東大阪市の魅力を軸としながら、新し
い生活様式や価値観、空飛ぶクルマや最新
のVRやARなどの最先端の技術など、万博と
同様、ワクワクする未来を体感できる様々なコ
ンテンツを提供しました。

万博開催機運を高めることで、生活者に東
大阪の魅力に触れてもらうとともに、企業・大
学の社会実験やPRの場の提供につなげてい
きます。

「万博は遠い存在」という現状の市民意識
に課題を感じ、どこよりも先んじて大阪・関西
万博を実感し、最先端を体感できる場を提供
することにより、万博ＰＲ事業に留まることなく、
東大阪の魅力発信にもつなげます。

問い合わせ先：大阪府東大阪市荒本北一丁目１番１号

担当者：東大阪市企画財政部企画室企画課 平田

 https://www.city.higashiosaka.lg.jp/0000033789.html

Mail：kikaku@city.Higashiosaka.lg.jp
大阪府東大阪市

HANAZONO EXPO ～いのち輝く未来社会にふれてみよう Road to 大阪・関西万博～ （2023年3月掲載）
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事業名

取組の概要

ひらかた万博：みんなで創ろう！この街の未来
2025年大阪・関西万博を契機に共創機運の高まりを枚方市へ

大阪府枚方市
共創

大阪府枚方市

枚方市では、2025年の大阪・関西万博の開催を契機に、市民、市民団体、企業、大学等、多様な主体とのパートナーシッ
プでまちの魅力向上につながるイベント・事業等の実施や、公民、民民共創による新たなビジネス創出等で地域経済の活性
化をめざす市独自の取り組み「ひらかた万博」を令和4年度からスタートしています。

また「ひらかた万博」の取り組みの一環で、ひらかた万博共創プラットフォームを令和４年９月に創設（令和5年2月末現在
５２団体の事業者等が参画）。市の地域資源（自然、歴史・文化等の観光資源等）を活かした特産品・観光コンテンツの創
出や、地域活性化につながる持続可能なビジネス創出をめざし、“共創に向けた対話”を進めています。

（引用）枚方市：「ひらかた万博」資料より

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

枚方市域全体をパビリオンに 多様な主体との共創 次代に継承するレガシー

「ひらかた万博」の取り組みの一環として、
市と企業・団体等、多様な主体との共創（公
民・民民での新たな価値創造）を推進する
マッチングプラットフォーム「ひらかた万博共
創プラットフォーム」を令和4年9月に創設し
ました（令和５年２月末現在 ５２団体の事業
者等が参画）。公民、民民共創で、市の地域
資源（自然、歴史・文化等の観光資源や、各
事業者等の技術、人財等）を活用し、持続可
能で新たなビジネス創出等による地域経済
の活性化をめざしています。

本プラットフォームでは、市（ひらかた万博）と、
公民共創を希望する事業者間とのマッチング
機会を提供。リアル集合形式での対話の場
に加え、ＩＣＴを活用したデジタルコミュニケー
ションの仕組みも実証導入するなど、各主体
からの共創アイデアの発表や、連携に向けた
相互の情報交換を円滑に行うための環境整
備を進めながら対話を深めています。

問い合わせ先：枚方市 総合政策部 企画政策室 政策推進課

担当者：由比・辻・田中

 URL：https://www.city.ｈirakata.osaka.jp/0000045502.html

Mail：seisakusuisin@city.hirakata.osaka.jp /Tel:072-841-1149
枚方市

ひらかた万博：みんなで創ろう！この街の未来 （2023年3月掲載）

対話からはじまる

共創

枚方市では、2025年大阪・関西万博に向け
て、市の全域がまるごとパビリオンになるよう、
市内外を問わず、たくさんの方々が枚方市の魅
力を感じ、ワクワク・ドキドキするような取り組み
「ひらかた万博」をスタートさせています。

市の西部には江戸時代に舟運で栄えた淀川
が流れ、東部には生駒山系に連なる里山など
豊かな自然環境が残されています。このような
自然資源のほか、東海道56番目の宿場町で
ある「枚方宿」や国特別史跡の「百済寺跡」な
どの貴重な歴史・文化資源など様々な地域資
源を、公民、民民での“共創”により活かし、新
たな魅力を創出することで、市内全域がひらか
た万博パビリオンとなることをめざしています。
ひらかた万博パビリオンとなるイベント、事業

への参加・体験を通じて、枚方市への関心、愛
着（行ってみたい、住みたい等）の向上をめざ
しています。

枚⽅市
ひこぼしくん

枚方市の全域が

パビリオン

令和４年9月には、枚方市ひらかた万博推進
基金を創設。当該基金は、ひらかた万博共創プ
ラットフォームでの共創の取組等、ひらかた万
博の事業に活用します。

ひらかた万博を通じて、多様な事業者等との公
民、民民共創を推進し、更なるまちの魅力向上
を図り、国内外から人が集まるまち、市民として
誇れるまちへと進化することをめざします。

ひらかた万博を通じた“共創の機運”、“まちへ
の愛着”の高まりと、新たに生む “地域ブラン
ド”、“事業・ビジネス”を次代に継承するレガ
シーとして創出し、枚方市の持続的な発展、成
長に繋げていくことを、ひらかた万博に取組む
意義として位置付けています。

メインページ
枚方市まるごと

パビリオン
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事業名

取組の概要

世界遺産登録でつながる近隣市町との連携による新たなツアーの造成

彦根商工会議所
誘客促進

滋賀県彦根市

彦根城の世界遺産登録と登録後のまちづくりを推進する組織「世界遺産でつながるまちづくりコンソーシアム」を彦根城近
隣の23団体によって、２０２１年１１月１７日に設立しました。今後、このコンソーシアムを中心として、地域を巻き込んでの機運
醸成を行います。

また、各地にまつわる寺社仏閣の歴史講座の開催や、海外からの富裕層をターゲットにしたVIPツアーの造成、湖東・湖北
地域の魅力ある場所をスチール写真で紹介していくサイト・SNS “Layered Omi”でのプロモーション等の取り組みにより、
当該地域への誘客を促進します。

例）彦根城夜間特別貸切 例）屋形船乗船

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

彦根城地域でVIP体験 “Layered Omi”プロジェクト さらなる誘客に向けて

彦根市では、２０２４年以降の彦根城世界遺
産登録を目指しています。

彦根城の世界遺産登録と登録後のまちづくり
を推進する組織「世界遺産でつながるまちづく
りコンソーシアム」が、周辺5市と4町（※）の商
工会議所、商工会、観光団体、一般社団法人
近江ツーリズムボード、一般社団法人びわ湖の
素ＤＭＯの23団体によって、２０２１年１１月１７
日に設立しました。

2025 年に開催される大阪・関西万博と連携
した誘客はタイミング的にも、彦根市への誘客
促進における大きなチャンスとなります。

当該コンソーシアムを中心に、ストーリーで結
んだ滋賀県ならではのアドベンチャーツーリズ
ムのプログラム造成等に取り組みます。

※5市：彦根・長浜・近江八幡・東近江・米原/愛知郡・犬上郡内の4町

全国から100を超えるご当地キャラクターが
集まる「ご当地キャラ博 in 彦根」など大きく
注目されるイベントも毎年開催されており、こ
れらのイベントの発信も含め、彦根の知名度
をより高めていくことも重要です。

また、彦根城の世界遺産登録、および万博
来場を契機に当地を訪れられる方々には、湖
東・湖北の自然、歴史・文化、産業の魅力をよ
り体感されるよう、できるだけ長く当地に滞在
いただきたいという思いがあります。

コンソーシアムとの連携の下、宿泊施設や産
業体験施設を充実することに加え、中心地の
交通渋滞が起きないよう「パーク・アンド・バ
ス・ライド」の仕組みを設けたり、電車やバス
等で円滑に移動ができるよう「MaaS
（Mobility as a Service）」を構築するなど、
誘客都市として観光客・住民がお互いに快適
に過ごせるインフラを整備していきます。

問い合わせ先：滋賀県彦根市（彦根商工会議所）

世界遺産でつながるまちづくりコンソーシアム

 URL：https://owtc.jp

Mail：info@hikone-cci.or.jp

彦根商工会議所

世界遺産登録でつながる連携による新たなツアーの造成（2023年４月掲載）

具体的には、彦根城の管理運営を担う近畿
日本ツーリスト関西とのコラボ企画として、彦根
城を基軸に周辺市町を面的に巡る専属案内
人によるVIPコースを企画しています。当該
コースは、一人当たり1泊３0万円以上とする宿
泊であっても抵抗がない高所得者をターゲット
としています。

また、ツアー造成と並行して地域の魅力を効
果的に発信するため、2023年1月31日、彦根
城の世界遺産登録推進と、その後の広域連携
を目的とした、湖東・湖北地域の魅力ある場所
をスチール写真で紹介していくプロモーション
サイト・SNS “Layered Omi”が完成しました。
現在、海外に多くのファンを持ち、Instagram
のフォロワーは26万人を超えるフォトグラファー
保井崇志（やすいたかし）氏をカメラマンに迎え、国
内外に、世界遺産が存在する湖東・湖北のニュ
アンスを伝えていくとともに、広域連携によるプ
ロモーションを活発化します。
https://layered-omi.com/
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事業名

取組の概要

MADE FROM MONOZUKURI EXPO Virtual mall J

鯖江商工会議所
取引拡大

福井県鯖江市

バーチャルモールJは、オンライン上に存在し、世界中どこからでもモノづくりの産地へ旅に出かけることができる、産地と世界を繋ぐ
新しいかたちのプラットフォームです。バーチャルモールJをハブにして、インナービューを介し、モノづくり企業の工場や店舗、社屋など
モノづくりのリアルな現場を探索する体験が用意されています。また、その場で気に入った製品を購入することもできます。

万博を機に、全国にバーチャルモールを拡大することで、全国の産地が世界に魅力的に発信され、地域経済の発展に繋がることを
目指しています。同時に、このイベントを通じて、日本人のホスピタリティー精神が宿る「モノ」が世界中に拡散されることで、世界中の
人々の自己肯定感を高め、真の共創による持続可能な社会の実現に寄与することを期待しています。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

コロナで閉ざされた
産地の販路

デジタル商業空間
“ Virtual mall J ”

新モノづくり大国日本を
世界へ

2020年、新型コロナウイルスの感染拡大によ
り、鯖江の眼鏡・漆器・繊維などのものづくり中
小企業は、従来の展示会や直接訪問による営
業活動が困難になり、販路開拓が最も重要な
課題となりました。

また、海外渡航の中止により、市場ではECサイ
トを通じた海外商品の需要が急速に増加し、
市場は国内から国外へと拡大しました。中小企
業は国内の商品を効果的に海外の消費者に
販売する必要性が生じてきました。

このような状況の中で、当所は従来のモノづく
り産地へのデザイン支援という枠組みから転換
し、全ての中小企業が容易かつ安全に海外展
開できる環境を構築するために、「ものづくり産
地のデジタルトランスフォーメーション」を最優
先事項とし、事業の設計と展開に取り組むこと
にしました。

2021年、当所は産地から世界に情報を発信
するために、地階を改装してYouTubeスタジオ
「U studio」をオープンしました。同時に、全て
の中小企業が低予算で簡単に商品を販売で
きる越境ECサービス「CBS（クロスボーダー鯖
江）」も提供を開始しました。

2022年1月にはハイブリッド型モノづくり
EXPO「MADE FROM（メイドフロム）」を開催
し、12月には新しいデジタル商業空間として
「バーチャルモール」をオープンしました。

このバーチャルモールでは、世界中から、PCや
スマホから手軽にバーチャルショップや工場見
学が楽しめ、商品の購入も可能です。さらに、
VRゴーグルなどのデバイスを使用することで、
没入感あふれる360°のバーチャルツアーも体
験できます。

全国には515の商工会議所があります。その
うち171の会議所管内には、さまざまなモノづ
くり産地が存在しています。私たちは、デジタ
ルの力と商工会議所のシームレスなネット
ワークを活用し、全国の産地にバーチャル
モールを展開していきます。

また、最近では地域の特徴や特性を生かした
製品が「ローカルラグジュアリー」として国際
的に注目されています。このコンセプトに基づ
き、産地のモノづくりを世界に発信していきま
す。

そして、2025年の大阪・関西万博では、デジ
タル空間を通じて、日本中のローカルラグ
ジュアリーをこれまでにない体験とともに提供
することで、新たなモノづくり大国日本として、
そのプレゼンスを世界に発揮することを目指
しています。

問い合わせ先

担当者：鯖江商工会議所 中小企業経営相談所 山田

 URL：https://www.sabaecci.or.jp/

Mail：keieishienka@sabaecci.or.jp / 0778-51-2801

鯖江商工会議所

MADE FROM MONOZUKURI EXPO Virtual mall J（2023年6月掲載）
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事業名

取組の概要

まちの魅力を発信！市民PRチーム「いこまち宣伝部」

奈良県生駒市
誘客促進

奈良県生駒市

まちの人・店・風景などを取材し、市公式SNSやプロモーションサイトで発信する市民PRチーム「いこまち宣伝部」。2015
年にスタートし、現在9期目を迎えています。これまで119名が参加、1,000件以上の魅力を発信しています。

部員それぞれの視点で取材先の選定から記事作成までを担当し、暮らしに根差した多様な魅力を届けています。2022
年度にはグッドデザイン賞を受賞し、審査員からは「PR活動ではなく、シビックプライドを醸成する活動」と評価されました。
全国の自治体から視察が相次ぎ、愛知県春日井市や鹿児島県垂水市などでも「宣伝部」が始まっています。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

市民が見つけた多様な魅力を
市のオウンドメディアで発信

1年間の取材を通して
まちを好きになる

卒業後はまちづくりの担い手
として多方面で活躍

いこまち宣伝部を企画したのは2014年。広
報紙の読者アンケートから「お店や教室などの
地域情報」が求められていることが分かりまし
た。また、当時は子育て施策や都心へのアクセ
スの良さを市外にPRしていましたが、行政施
策を核にした発信ではまちの魅力を伝えきれ
ず限界を感じていました。

こうした経緯から、市民の皆さんがまちの魅力
をそれぞれの目線で発掘・発見して、SNSで発
信する「いこまち宣伝部」を2015年にスタート
しました。

年に1度10人程度の部員を募集。情報発信
に必要な知識を学んでから1年間活動します。
18～49歳の生駒市民なら参加でき、まちの魅
力を発信したい人だけでなく、地域で友達を作
りたい人や地域を知りたい人が参加しています。

部員の平均年齢は35歳。大学生や会社員、
主婦、デザイナーなど暮らし方も多様です。 例
年、定員を超える申込みがありますが、カメラや
取材などプロの講座を無料で受講できること
や、OMデジタルソリューションズ（株）の協賛
で一眼カメラを無償利用できるのも人気の理
由です。また、活動期間を1年限定にすることで
参加のハードルを下げています。

部員は、毎月1本の記事を作成。取材先の選
定、アポ取り、取材、撮影、文章作成を自ら行い、
市職員がSNS公開前にチェックします。取材と
いう名目で気になっていたお店のこだわりや店
主の人生を深く聞けたり、新たな取材先を紹介
してもらったり。宣伝部という肩書を通じて、まち
で友人や居場所がたくさんでき「生駒で暮らし
ていてよかった」と感じる人はたくさんいます。
単なる情報発信ではなく、人がつながる仕組み
としても運用しています。

取材を通じて、多くの人とじっくり話し、想いを
知ることが可能です。生駒の魅力的な人・コト・
モノに継続的に出会うことで、まちへの愛着が
生まれ、自らがまちづくりの担い手になるという
サイクルが生まれています。

取材先のこども食堂にボランティアとして参加
した人、写真で生駒の魅力を伝えるサークル活
動「イコマカメラ部」や公園で親子が月一回集
う活動「公園にいこーえん」を立ち上げた人な
ど、活動終了後も多くの人が主体的にまちと関
わり続けています。

まち全体にも変化が起きています。宣伝部の
立ち上げ時、市の調査で「生駒の魅力がわか
らない」と答えた人は約15％でしたが、5％ま
で減少しました。生駒市への居住を知人に薦
める「推奨意欲」は50％から14ポイント上昇。
今後も宣伝部を核とした情報発信を続け、生
駒市の魅力を万博を機にさらに届けていきます。

問い合わせ先：奈良県生駒市

担当者：広報広聴課プロモーション係

 URL：https://goodcycleikoma.jp/

Mail：kouhouka@city.ikoma.lg.jp

奈良県生駒市

市民PRチーム「いこまち宣伝部」 （２０２３年８月掲載）
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事業名

取組の概要

おおよどＳＤＧｓプロジェクト

奈良県大淀町
ＳＤＧｓ

奈良県大淀町

奈良県の吉野エリアの入口に位置する大淀町では、町と大淀町商工会が中心となり、町内事業者の５年後、10年後を意
識した経営力の強化を目的に「誰ひとり取り残さない、持続可能な社会の実現」というSDGsの理念に沿った商品・サービス
の開発や、大淀町の課題解決にチャレンジする事業所による「おおよどSDGsプロジェクト」をスタートしました。

新型コロナウイルスの感染拡大をきっかけに生活者の価値観が変わった昨今、SDGsプロジェクトを通じて地域のチャレン
ジを発信し、2025年大阪・関西万博に来場された人が、吉野エリアにも惹きつけられるような取組みを推進していきます。

SDGs商品開発×万博

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

GO！プロジェクトの推進 地域資源×SDGs
万博の先の持続可能な社会に

向けて

がんばるおおよど！お店応援プロジェクト（略
称「GO！プロジェクト）は、新型コロナウイルス
感染症など社会的影響を受けながらも、大淀
町でお店を維持し、将来につなげようとする
“がんばる”事業者さんを応援するために、大
淀町と大淀町商工会の連携事業として立ち上
がりました。

このプロジェクトでは、相談窓口のワンストップ
化をはじめ、新規事業や新商品開発、業態改
革に取り組む事業者に対して専門家による経
営相談を行っています。また、地域の人が地域
の事業者を応援できる仕組みづくりとして、特
設サイトから地域の魅力あるお店情報の発信
も進めています。

そのような活動を更に発展させ、地域全体の
魅力発信に繋げるため、大淀町の地域資源に
着目したSDGsに取り組んでいます。

大淀町と大淀町商工会では5年後、10年後
を意識した経営力の強化を目的に「誰ひとり
取り残さない、持続可能な社会の実現」という
SDGsの理念に沿った商品・サービスの開発や、
町の課題解決にチャレンジする事業所による
『おおよどSDGsプロジェクト』を新たにスター
トしました。

大淀町の地域資源である大阿太高原の“樹
上完熟の二十世紀梨”、全国でも数少ない伝
統製法で作られる“天日干しの番茶”、そして
吉野の杉や桧の間伐材を活用し、廃棄・焼却さ
れるものを有効利用することも含めて、新たな
商品開発にチャレンジしています。

贈る人も贈られる人も大淀の粋を感じる食品
や生活雑貨を創造し、そのような商品開発を通
じてSDGsの意識を高める活動を推進します。

万博は世界中からたくさんの人やモノ、技術
が集まります。

私たちは、 2025年に開催されます大阪・関
西万博に来場された人が、吉野エリアにも惹
きつけられるよう、モノだけでなく、地域そのも
のもSDGs商品となれるようなチャレンジを進
めていきます。

また、大淀町の豊かな自然と融合した文化
や歴史を次世代に繋いでいくためには、地域
に関わる人々の交流を活発にしていくことが、
これまで以上に重要になります。

大阪・関西万博を好機と捉え、この場所が
生み出す技術を活かした新たな商品の開発
や、地域の魅力発信を行いながら、さらなる
持続可能な社会づくりに向けて、取組みを加
速していきます。

問い合わせ先：奈良県大淀町（大淀町役場建設環境部建設産業課）

担当者：中迫

 URL：https://www.town.oyodo.lg.jp

Mail： kensetsusangyou@town.oyodo.lg.jp

大淀町 大淀町商工会

おおよどSGDsプロジェクト （2023年８月掲載）
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事業名

取組の概要

次世代テックフォーラム

大阪商工会議所
共創

大阪府大阪市

2023年７月、2025年の大阪・関西万博、そしてその先の2030年を見据え、「次世代テック（Emerging Tech)」をキー
ワードに、未来社会を形作るイノベーションの創出に取り組むプラットフォームを立ち上げました。

AIやモビリティ、新エネルギー、Neoマテリアル、宇宙ビジネス、半導体、情報・通信の７つのテーマごとのクラスター(分科
会)において、企業間の共創等を促進する事業を展開しています。

それぞれの領域において外部のネットワーク組織等とも積極的に連携を図り、関連企業の事業拡大だけでなく、中堅・中小
企業の新規参入を促し、大阪・関西万博等を通じて取り組みを加速していきます。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

大阪・関西万博を通じて
2030年の社会をデザイン

異業種、異分野が交わる
クロスイノベーションを創出

多様なプレイヤーが集まる
情報のハブ拠点をめざす

大阪商工会議所は、Well-beingやサステナ
ビリティ等の社会課題解決に貢献するイノベー
ティブな産業が大阪・関西に集積し、2030年
にあるべき未来社会のモデル都市となることを
目指しています。

こうした未来社会のモデル都市が実現するた
めには、高い技術力を持つ中小企業やスタート
アップ企業が、最新の情報をいち早くインプット
し、５年先、10年先の世界に対応する事業をい
かに描けるかが不可欠となっています。

そのような企業の取組を後押しし、異業種連
携等による付加価値向上を促進するとともに、
未来社会をデザインし、社会実装を行う機会と
なる大阪・関西万博等を通じて、2030年の社
会を創る新たなビジネスを生み出すためのプ
ラットフォームとして、2023年７月に、「次世代
テックフォーラム」を立ち上げました。

次世代テックフォーラムは、先端産業・技術分
野におけるビジネス創出だけでなく、分野間の
連携を促進する「クロスイノベーション」の実現
に取り組んでいることが大きな特徴です。

テーマごとのクラスター（分科会）において、
業界の最新動向や事例等の情報提供や、参加
企業同士のネットワーキング、ビジネスマッチン
グ等の機会を提供する「クラスター会議」を年
３回程度開催しています。

また、広く参加可能なオープンフォーラム形式
で、クラスターでの取組事例や横連携のニーズ
を共有する「トータルコーディネート会議」を、外
部の関係機関・組織とも積極的に連携しなが
ら、それぞれ年に複数回実施しています。

このような活動を通じて、2025年の大阪・関
西万博に向けてプロジェクトの創出、実証実験
を推進していきます。

プロジェクトの創出、実装を重ね、未来社会
の課題解決、価値向上に寄与することをめざ
します。また、新事業創出につながる情報や
機会を継続的に発信し、全国から様々な企業
や組織が集まるプラットフォームの実現に向
けて取り組んでいきます。

そのために、「実現したいこと」や「解決した
い課題」を持つ方をはじめ、他企業との共創
に積極的な、様々な方に参加してもらいたい
という思いがあります。

より良い未来社会の構築に向けて、ともに
チャレンジしていただける仲間が増えることを
期待しています。

2030年の未来社会では当たり前となって
いる技術やその技術を活用した製品・サービ
スをこのプラットフォームに参加する企業から
世界に送り出していきます。

問い合わせ先：大阪商工会議所 産業部 産業・技術振興担当

担当者：倉骨 彰紀

 URL：https://www.osaka.cci.or.jp/innovation/etf/

Mail：sangyo@osaka.cci.or.jp

大阪商工会議所

次世代テックフォーラム （2023年８月掲載）
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事業名

取組の概要

メタバースビジネス創出プラットフォーム

大阪商工会議所
共創

大阪府大阪市

次世代の産業として注目される領域「メタバース」。しかし、その概念は人により解釈が異なり、ビジネスとしての可能性につ
いては、まだ多くの人々が模索段階にあるといえます。メタバースに関連する新たなビジネスの創出を目指し、関連企業と異
業種企業とのビジネスマッチングや、メタバース空間やデバイス等を体感しながら事業アイデアを議論する体験型ワーク
ショップ等、幅広い事業を展開する「メタバースビジネス創出プラットフォーム」を2023年７月にスタートしました。

メタバース産業を支えるハードウェア、ソフトウェアの開発だけでなく、他産業との融合による新たな価値の創出にも取り組
み、メタバース関連産業のすそ野拡大を目指します。

メタバースに関連する
新たなビジネスの創出を促進するプラットフォーム

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

メタバースへの
新規参入を促進

「共創」を促進する
プラットフォームを運営

リアルとメタバースが
融合する世界の実現へ

インターネット上に構築された三次元の仮想
空間「メタバース」。今後注目される産業として
誰もが耳にする単語でありながら、「そこでど
のようなビジネスが展開されるのか」、「産業と
して本当に広がっていくのか」といった点に関
しては、イメージを掴み切れていない方も多い
のではないでしょうか。

これまで、大阪商工会議所では、注目が高
まっていたメタバースやXRの最新動向や事例
から市場可能性を研究する「XR活用推進
フォーラム」を展開し、200社以上の企業ととも
に活動を進めてきました。

このフォーラムの活動を発展させるとともに、
特に異業種企業の参入促進するビジネスマッ
チング等に取り組む「メタバースビジネス創出
プラットフォーム」を、2023年7月、近畿経済産
業局や大阪府と連携を図りながら開始しました。

このプラットフォーム事業では、まず、メタバー
ス関連産業に関わる最新の動向やハード・ソフ
トを取り巻くテクノロジーのトレンド、通信インフ
ランの現状、関連法規の内容等まで幅広い情
報をセミナー形式で提供しています。

また、関連企業がハードウェア開発における
技術課題や協業ニーズ等を発表し、異業種企
業の提案を募る、課題解決型のビジネスマッチ
ングを開催しています。

さらに、実際のメタバース空間やデバイス等を
体験し、魅力や課題を理解した上で事業アイ
デアを議論するワークショップ事業など、多彩な
取り組みを行う「例会」の開催を通じて新ビジ
ネスの創出を目指しています。

商工会議所のネットワークを活かして、空間を
持つ企業との連携体制を構築し、プロダクトや
サービスの実証支援にも取り組みます。

リアル空間では実施が難しいことをメタバー
ス空間で実施する、また、メタバース空間で生
み出されたものをリアル空間で再現するなど、
リアル・メタバースの両空間を横断的に捉え、
これまでには実現不可能と思われていたこと
を可能にする“マインドチェンジ”の場として、
このプラットフォームは在りたいと考えます。

取り組みを通じて、様々なコンテンツやサー
ビスを生み出し、リアル空間とメタバース空間
が融合しながら生活を楽しむことが当たり前
になる社会の構築に寄与していきます。

2025年大阪・関西万博においても、万博会
場だけでなく、家にいながらや街中からでも
万博とつながることができる世界を実現する
ことをめざし、実現するためのアイデアや技術
をお持ちの方がプラットフォームに参画してい
ただけることを期待しています。

大阪商工会議所

メタバースビジネス創出プラットフォーム（2023年８月掲載）

問い合わせ先：大阪商工会議所 産業部 産業・技術振興担当

担当者：倉骨 彰紀

 URL：https://www.osaka.cci.or.jp/innovation/metaverse/

Mail：sangyo@osaka.cci.or.jp

出典：バーチャル⼤阪ホームページ
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事業名

取組の概要

2025大阪・関西万博を見据えたフランスとの地域資源型・国際交流事業

兵庫県三木市
交流の促進

兵庫県三木市

国際交流によって子どもたちや市民との新たな学びの機会を創出し、持続可能な交流を展開するため、2023年2月、フラ
ンスとの交流事業を開始しました。地域資源や双方の文化に触れる国際交流による地方創生の推進を目的に、フランス文
化の紹介やフランス語講座に加え、モノづくり体験、マルシェなどでの文化交流事業を行っています。

人口減少に伴う地域経済の転換に伴い、2025大阪・関西万博をチャンスと捉え、地域の宝である地域資源をフランスや
世界の人々に知ってもらい、交流を通じて価値を最大限高めることで、持続可能な地方創生型の国際交流により、より豊か
な未来に向けた縁を紡いでいくことを目指します。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

フランスとの交流のはじまり 人が紡ぎ、互いを知る
未来に向けた

持続可能なチャレンジ

2020東京オリンピックのフランス陸上チーム
ホストタウンの調印式で渡仏した際に、フランス
ワイナリーにおける課題を聞きました。ワイン農
園で収穫に携わっておられる方の多くが、利用
するはさみが手に合わず、腱鞘炎で悩まれてい
ることを聞き、これを三木の金物技術で解決で
きないかと考え、事業者と検討を開始しました。

また、2022年9月に近畿経済産業局が進め
る地域ブランドエコシステム構築事業の一環で
行われた在京都フランス総領事館でのマル
シェに、三木市も参加したことを契機に、同総
領事館とのご縁も生まれました。

国を超えた交流では、まず、相手の文化を知
り、想いを伝えることが重要であることから、同
総領事館の協力も受け、2023年に、共感から
同じ想いを共有しながら進める新たなチャレン
ジをスタートさせました。

「令和4年度万博国際交流プログラム調査事
業」の全国2市の一つに選定されたことも契機
に、令和4年度は次の事業を行いました。

☑ 在京都フランス総領事による吉川中学校で
の「びっくりフランス（フランスの今を知ってもら
う）」やモノづくり工房訪問

☑ 関西日仏学館による三木高等学校でのフ
ランス語授業や庖丁製造鍛冶体験、酒蔵訪問

☑ 在京都フランス総領事館でのマルシェに参
画し、別所ともえ太鼓の演奏、体験

☑ 日本酒を支える酒米の王者山田錦の生産
量・品質ともに日本一のまちでの山田錦まつり
を堪能いただく文化交流とモノづくり体験

万博を契機に生まれたこれらの取組を通じて、
地方創生地域課題解決型の人や産業がつな
がる持続可能な交流に向け、動き始めています。

今後も、次の取組を行い、人がつなぎ、地域
を超え、国を超えそれぞれの強みを掛け合わ
せることで課題解決を図り、地方創生を推進
する仲間を増やしていきたいと願っています。

☑ 国を超えたイベントへの相互参画による
新たな販路開拓や仲間づくり

☑ 食をテーマに地域資源を活用した新メ
ニュー開発や新たな視点を取り入れた商品
開発により、つながり続ける豊かな人生を仲
間とともに創出。

☑ 子どもたちが文化や人に触れ、つながる
未来を大人がサポート。

万博の開催を契機として、『様々なステーク
ホルダーや人財が集まり、それぞれが発展す
るWell-Beingな未来をともに創りません
か？』を共通のメッセージとして、未来に向け
た新たな国際交流を展開していきます。

兵庫県三木市

2025大阪・関西万博を見据えたフランスとの地域資源型・国際交流事業 (2023年８月掲載）

問い合わせ先

担当者：三木市総合政策部縁結び課 清水

 URL：https://www.city.miki.lg.jp/soshiki/6/55800.html

Mail：akihiko_shimizu@city.miki.lg.jp 
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事業名

取組の概要

実証事業推進チーム大阪 ～「実証事業都市・大阪」の実現をめざして～

大阪府・大阪市・大阪商工会議所
Society 5.0

大阪府

大阪府・大阪市・大阪商工会議所は、先端技術を活用した実証実験を支援し、大阪発の新たなビジネスを生み出す「実証
事業都市・大阪」の実現を目指しています。その一環として、この3者で「実証事業推進チーム大阪」を設置し、実証実験の
実施に不可欠な実証フィールドの調整・提供を行っています。2025年大阪・関西万博のコンセプトである「- People’s 
Living Lab - 未来社会の実験場」を大阪の地から体現すべく、新たな技術開発や企業同士の共創イノベーション創出の
機運を高めるとともに、万博の目的の一つである「Society 5.0の実現」につながるよう、IoTや自動運転などの先端技術を
活用した実証実験を支援し、新たなビジネスの創出につなげ、大阪経済の活性化を図ってまいります。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

実証実験の実施からビジネス
化まで一体的に支援

スピード感のある支援体制 「実証事業都市・大阪」の実現

IoTやロボットテクノロジー、AIなどの先端技
術を活用した革新的なビジネスを社会に実装
していくためには、トライアル・アンド・エラーを
重ねることが重要です。そこで、「実証事業推
進チーム大阪」では主に、実証実験を希望する
事業者に対して、大阪府・大阪市の関連施設
や公共空間、民間企業の工場や施設等を
フィールドとして提供する支援を行っています。

その他にも実証実験に必要な保険や５Gなど
実施環境の支援、PR支援、資金支援など様々
な支援メニューを取り揃えています。

実証実験後も、希望する企業には、大阪府・
大阪市・大阪商工会議所の支援事業への参
加を通じて、ビジネス化を支援します。

2022年度は、14件の実証実験のエントリー
を受け付け、その中の10件を支援しました。

「実証事業推進チーム大阪」では、全国の大
企業、中小企業、スタートアップ企業、個人事業
者だけでなく、外国企業も支援対象者とし、常
時、実証実験の希望者を募集しています。

支援する実証実験の対象分野は以下の7分
野です。①先進的なまちづくり②IoT、RT③自
動運転④ドローン⑤AI⑥ヘルスケア⑦オープ
ンデータ・ビッグデータ

実証実験の希望者からエントリーを受け付け
た後、大阪府・市の施設や、大阪商工会議所の
会員企業の施設等から、実証実験が効果的に
実施できる施設を調査し、フィールドの管理者
と事前協議を行っています。実証実験の希望者
が円滑に実証実験を行うことができるよう、
フィールドの管理者をはじめ関係機関等との各
種調整を行うなど、スピード感をもって支援して
います。

本チームでは、2018年度から40件の実証
実験をサポートしました。これは、ドローンを用
いた画像解析システムや移動用ロボットの自
立走行、空飛ぶクルマの有人飛行、都市型自
動運搬船の航行などの技術が実証され、未
来社会での実装が期待されています。

今後も、複雑かつ多様な社会課題の解決を
技術革新を通じて実現するため、大阪が先陣
を切って実証実験を支援します。

これまで以上に大阪が実証実験しやすい都
市であると認知されるよう、今後も継続して支
援や取り組みを強化していきます。

2025年大阪・関西万博を契機とし、大阪に
おける新たな技術開発や企業同士の共創イ
ノベーション創出の機運を高めていきます。

問い合わせ先：大阪商工会議所 産業部 産業・技術振興担当
担当者：門 智哉
 URL:https://www.osaka.cci.or.jp/innovation/digital_transformation/os
aka_demonstration_experiment/demo-experiment_how-
to_proceed.html
Mail：sangyo@osaka.cci.or.jp

大阪府・大阪市・大阪商工会議所
実証事業推進チーム大阪 ～「実証事業都市・大阪」の実現を目指して～ (2023年８月掲載） 17



事業名

取組の概要

「尼崎運河クルーズツアー」 ～ 新しい魅力を海から伝えます！～

一般社団法人あまがさき観光局 × 株式会社尼漁開発
誘客促進

兵庫県尼崎市

2023年兵庫デスティネーションキャンペーンを契機に、たくさんの魅力が詰まった尼崎の海を存分に楽しんでいただけるツ
アーコンテンツを（一社）あまがさき観光局、㈱尼漁開発（通称「武庫川渡船」）で企画しました。

ツアーでは、日本最大級のパナマ運河式閘門（通称「尼ロック」）や、見ごたえのある臨海部工場群と張り巡らされた運河
をクルーズ船で巡り、海釣り体験や、釣った魚をその場で食べるバーベキューが一緒に楽しめる内容となっています。

また、現在では釣りのメッカとしても知られる尼崎の海は、工業都市として公害を乗り越え、水質改善に成功した歴史を持つ
ことから、レジャーや観光を楽しみながらSDGsを学んでいただく機会の提供も進めています。

尼崎閘門「尼ロック」

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

尼崎の新しい魅力を
海から伝えたい！

尼崎の海を存分に味わえる
ツアーコンテンツ

尼崎の海でSDGsを学ぶ

2023年兵庫デスティネーションキャンペーン
の開催を契機に、（一社）あまがさき観光局と
㈱尼漁開発は、 歴史ある尼崎の海の魅力がた
くさん詰まったツアーを企画しました。

尼崎市は、阪神工業地帯の中核として主に重
工業が栄え、日本経済を支えた一方、公害や
水質汚染で苦しみましたが、その後、市民・地
元企業と市が一丸となって環境改善に取り組
み、国からは「環境モデル都市」の選定を受け
るとともに、昨今では住みやすい街としても認
知されるなど、尼崎の魅力は増えており、多くの
方に足を運んでいただけるようになりました。

運河クルーズツアーでは、 釣りのメッカとして
も知られる「よみがえった尼崎の海」を舞台に、
歴史・環境・レジャーなど様々な側面を持つ尼
崎の新しい魅力を、身近で心に残る体験ととも
に皆さまにお伝えします。

本ツアーは、次の２つがセットとなっています。

①クルーズツアー

日本最大級のパナマ運河式システムを採用
した閘門「尼ロック」や企業が集まる「尼崎運
河」は、現在も積み荷船が行き来する全国でも
珍しい「生きた運河」です。個性溢れる船長達
とともに、尼崎を水害から守っている尼ロックや
見ごたえのある工場群などを見ながら、海と共
に歩んできた歴史を感じ、学ぶことが出来る
ルートを巡ります。

②魚釣り体験 ＆ バーベキュー

クルーズツアーとあわせて、手ぶらでも魚釣り
を体験することができ、釣った魚を調理して、そ
の場でバーベキューで味わうことができます。
楽しみながら、生まれ変わった尼崎の海や、豊
かさを実感していただき、海の恵みの大切さや、
それを守っていくという意識の醸成に繋げたい
と考えています。

SDGsの取組の一例として、本ツアーを実施
する㈱尼漁開発では、多くの釣果を得た釣り
人が食べきれない分の魚を集め、子ども食堂
などに配布する「フィッシュシェアリング」を
行っており、新たな循環型社会の一つの形と
して取組の輪が広がっています。

レジャー・観光としての楽しみの他に、歴史・
環境・文化の学習や、経済・教育など多様な
要素が詰まった本ツアーは、今後、尼崎の海
で海洋資源の循環型社会を考える機会とし
て体験していただけるように、魅力を分かりや
すく広く発信し、プランのブラッシュアップを進
めていきます。

まずは、市内外問わず、たくさんの方にこの
ツアーを体験して楽しんでいただき、尼崎の
新しい魅力に驚いていただくことを期待して
います！

問い合わせ先：一般社団法人 あまがさき観光局

 URL：https://kansai-tourism-amagasaki.jp/event/14333/

Mail：kankou@ama-t.or.jp一般社団法人あまがさき観光局 ・ 株式会社尼漁開発

尼崎運河クルーズツアー(2023年８月掲載）

武庫川河口域
約60分間のクルーズツアー 魚釣り＆BBQ
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事業名

取組の概要

ピックアップ あまがさき ～自分で見つけるフィールドガイド～

兵庫県尼崎市
誘客促進

兵庫県尼崎市

城下町を礎に、産業都市として発展してきた尼崎市には、これまでの都市の営みの中で歴史や文化、ものづくり産業や生
活を支える商店街など多様性に富む資源が数多く集積しています。そして、これらの資源に加えて、尼崎に集い、住まう人々
の暮らしと温かさは、このまちへの来訪を誘う尼崎ならではの魅力となる可能性を持っています。

2025年大阪・関西万博の開催を、このような尼崎の魅力を国内外へ広く発信する好機ととらえ、訪れる方々が尼崎城や寺
町、商店街周辺といった尼崎の観光の見どころを楽しみながら巡ることができるよう、エリア内を一つのミュージアムとし、多
言語対応音声ガイドやガイドカード等を活用した「ピックアップ あまがさき」を展開します。

ピックアップ

ま が さ きあ
～自分で見つけるフィールドガイド～

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

フィールドミュージアム 音声ガイドとガイドカード 尼崎市全体をミュージアムに

阪神尼崎駅周辺には、尼崎城や寺町といった
寺社仏閣、歴史博物館等、尼崎の歴史や文化
を感じるスポットが多数点在しており、 尼崎市
ではこのエリアを観光の重点取組地域と定め、
観光施策を進めています。

こうした中、2025年大阪・関西万博の開催を
契機に、尼崎の魅力を国内外へと広く発信する
効果的なコンテンツとして、観光の見どころが
点在する同エリアを一つのミュージアムとしてと
らえ、たくさんの来訪者に向けて、更にわかりや
すく情報を提供することで、本市への観光客の
誘客及び周遊性促進を図ることとしました。

これらのコンテンツを「ピックアップ あまがさ
き」というネーミングのもと、新たな観光情報の
発信ツールとして展開していきます。

ピックアップ あまがさきは、大阪・関西万博
開催に合わせて兵庫全県で展開される「ひょ
うごフィールドパビリオン」の「SDGs体験型
地域プログラム」に認定されました。

また、2025年の万博の開催以降も尼崎の
観光コンテンツとしての醸成を目指し、コンテ
ンツの拡充を図っていきます。

当該コンテンツを尼崎の魅力の発信ツール
として確立させ、現在の市域南部を中心とす
る観光の重点取組地域に留まらず、市域全
体を一つのミュージアムとして対象エリアを拡
張できるよう発展・展開を続けます。

尼崎を訪れ、様々な魅力に触れて楽しんで
いただくためのコンテンツへの成長を目指し
て、ALL尼崎で、盛り上げながら取り組んで
いきます。

問い合わせ先：尼崎市 経済環境局 経済部 経済観光振興課

 URL：https://www.city.amagasaki.hyogo.jp/

Mail：ama-keikatsu@city.Amagasaki.hyogo.jp尼崎市

ピックアップ あまがさき ～自分で見つけるフィールドガイド～ (2023年８月掲載）

ピックアップ あまがさきは、次の2つから構成
されています。

①多言語対応音声ガイド

来訪者が自身のスマートフォンを利用し、様々
な施設に設置されているQRコードを読み込む
ことで、日本語・英語・韓国語・中国語（簡体
字・繁体字）で音声ガイドを聞いていただくこと
ができ、多くの人に同じクオリティの情報を提供
します。

②ガイドカード

音声ガイドと紐づいたトレーディングカードサ
イズのカード（全63種類）を設置し、来訪者に
自由にお持ち帰りいただけます。「カードを集め
て巡る」という旅の目的を作ることで、エリア内
を楽しみながら周遊し、旅の記念にカードお持
ち帰りいただいた後も、帰った先々で尼崎の魅
力紹介ツールとして活用していただくことも期
待しています。

多言語音声ガイドでご案内します

記念ガイドカードもご一緒に

尼崎城天守閣
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事業名

取組の概要

SDGsを推進!!
電子地域通貨「あま咲きコイン」 ＆ あまがさきSDGsパートナー

兵庫県尼崎市 × あまがさきSDGsパートナー × 教育機関
SDGs

兵庫県尼崎市

尼崎市では電子地域通貨「あま咲きコイン」をSDGsの見える化ツールとして、実証実験を経て2021年から本格稼働させ、
2023年現在、利用者数10万人以上、加盟店数1,300店以上、累計ポイント発行数は40億ポイントを超えています。

SDGsの達成につながる行動に対して、行政に留まらず民間企業からもポイントを発行しており、お得に楽しくSDGsに取り
組める仕組みとして、まち全体で盛り上げています。

また、SDGsの達成に向けて取り組む事業者「あまがさきSDGsパートナー」と連携して、あま咲きコインを絡めた中学生へ
のSDGs学習支援を実施し、若い世代に向けたSDGsの推進にも注力しています。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

楽しみながらお得に
SDGsに取組める

ALL尼崎で進めるSDGsの輪
誰からも愛される

持続可能な地域通貨へ

電子地域通貨「あま咲きコイン」は、複数あっ
たポイント制度の統合とSDGsの見える化ツー
ルとして活用することを目的に開始しました。

ボランティア活動や健診の受診、省エネ家電
の買い替えなど、SDGsにつながる行動で、あ
ま咲きコイン内の「SDGsポイント」が貯まり、市
内加盟店で１ポイント＝１円で使うことができ、
あま咲きコインの電子商品券事業とあわせて
多くの方に活用いただいています。また、あま咲
きコインを貯めることや、あま咲きコインを使うこ
とでSDGsの推進と地域経済の活性化に取り
組むことができるのです。

現在「SDGsポイント」がもらえる事業は100
メニュー以上あり、累計1千万ポイント以上を発
行しています。このポイントの発行は行政に留ま
らず、SDGsに取り組む協賛企業が発行原資
を負担してポイントを発行するなど、まち全体で
の盛り上がりにつながっています。

市内でSDGsの達成に向けて取り組む事業
者を「あまがさきSDGsパートナー」に登録して
います（2023年現在、50団体以上）。

同パートナーと連携して、市内中学生を対象
にSDGs学習の支援を行っています。教室では
学べない、地元企業のSDGs取組のリアルな現
状を学ぶことで、自分たちが「今」なにをすべき
なのか考え、行動に移すきっかけにしています。
同パートナーにおいては、中学生への学習支援
が、SDGs取組の見直しや日々の業務をさらに
改善するきっかけにもなっています。

また、18歳以上を対象とする「SDGs推進サ
ポーター」や、小中高校生を対象とする「SDGs
キッズ・ジュニアサポーター」を募集し、同サ
ポーターから身近な方にSDGs行動を広めて
もらい、多くの方が気軽にSDGsについて触れ
て頂けるように取り組むなど、ALL尼崎で
SDGsの達成に向けた輪を広げています。

あま咲きコインは、「使えば使うほどまちが元
気に！」を合言葉に地域経済の活性化に向け
て利活用の推進をしています。市民だけでな
く市内外誰でも利用が可能なこともあり、利
用者は10万人を超え、給付金事業としても
活用するなど、利便性が向上し、年々身近な
決済手段となっています。

持続可能な地域通貨となるためには、さらに
民間事業者との連携を深め、あま咲きコイン
事業を推進させる必要があります。そのため、
商店街や市内店舗がポイント分の費用を負
担して、イベント集客や販売促進などを目的
にあま咲きコインを発行する事業を促進して
います。

また、あま咲きコイン専用アプリのお知らせ
機能を利用し、様々な事業やイベントのPR通
知を行うなど、あま咲きコインのさらなる活用
を図っています。

問い合わせ先：尼崎市 経済環境局 経済部 地域産業課

 URL：
https://www.city.amagasaki.hyogo.jp/kurashi/siminsanka/
1022002/1024632/index.html

Mail：ama-sangyou＠city.amagasaki.hyogo.jp

尼崎市・あまがさきSDGsパートナー・教育機関

SDGsを推進！電子地域通貨「あま咲きコイン」 ＆ SDGsパートナー(2023年８月掲載）

（例）図表_取組の概要がわかるもの 
・先方HPやスライド等から転載可のモノを掲載
・簡単な図・イメージがある方がbetter
・掲載にあたり、許諾（出展記載）等あれば対応
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事業名

取組の概要

女性活躍推進事業

大阪商工会議所
SDGｓ

大阪府大阪市

Ⅱ．女性のキャリアアップ促進事業Ⅰ．女性リーダー表彰事業

今後さらなる活躍が期待され、後進のロールモデルとなる女性リーダーの育成を目的に、2016年度～2020年度に「大阪
サクヤヒメ表彰」（累計227人受賞）を、2022年度に後継事業として「活躍する女性リーダー表彰」（愛称：ブルーローズ表
彰 46人受賞）をそれぞれ実施しました。
現在、その表彰受賞者の方々が交流を深められるとともに、自主的に「大阪サクヤヒメSDGs研究会」、「一般社団法人 万

博サクヤヒメ会議」、「サクヤ・ワーキング・コミュニティ（SWC）」の３つのグループを結成し、大阪・関西万博を通じた地域の
活性化のため、また、SDGsの達成に貢献されるため、活発な活動を展開されています。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

身近な働く女性の働き続ける力になりたい
と、2018年に設立し、約52人のメンバーによ
り、働く人がもつノウハウを交換したり、学び
合える場を、オンライン・オフラインで提供して
います。＜月１回の定例会や分科会＞

たとえば、「万博チーム」として、大阪万博の
機運醸成イベントを他団体と連携して企画、
実施しています。
また、「交流イベント」として、一般参加者と

ともに働き方をカードゲームを活用して楽しく
考える機会を提供しています。 ＜年１回、約
35人参加、2023年で4回目＞

さらに、「ASOP」として、社外交流を通じて、
視野を広げ、課題解決に繋げる交流勉強会
を開催しています。＜2023年で4回目＞

加えて、「メンタリング」として、会員からの相
談に経験豊富なメンターがアドバイスします。

大阪サクヤヒメSDGs研究会
一般社団法人

万博サクヤヒメ会議
サクヤ・ワーキング・
コミュニティ（SWC）

2018年に設立し、約50人のメンバーにより、
「女性の力で大阪関西の経済を更に発展させ
よう」と、各種の取組を行っています。

女性がキラリ輝くために、グローバルでコミュ
ニケーションを高める「大阪サクヤヒメ国際女
性会議」を、毎年テーマを変え、年１回開催し
ています。＜約250人参加＞

女性がイキイキ働くためのヒントを探る、第３
のコミュニティとして「キラリ・カフェ」を運営し、
「働く」×「女性」をテーマに、気軽に語り合う
場をつくっています。（年3回、各約20人参加）

広報活動として、研究会に所属する女性起業
家や企業内女性リーダーを中心とするロール
モデルを本研究会のHPに掲載しています。＜
年10人程度、延べ約40人掲載＞

まちづくりのための交流会を開催しています。
＜年約3回、各10～５0人参加＞

大阪商工会議所

女性活躍推進事業（２０２３年９月掲載)

「いのち」をテーマに開催される大阪・関西万
博」について、共に考え活動する場として2019
年に立ち上げたコンソーシアムで、2023年に法
人化しました。＜会員17人（2023年）＞

活動理念を『大阪・関西発！働く女性の繋がる
力で、well-beingな未来社会の実現に貢献す
る』とし、活動目標を①女性活躍推進の機会創
出、②心身の健やかさと幸せを育む提案、③大
阪・関西の魅力発信とし、活動を行っています。

「万博サクヤヒメ会議」として、万博に向けて私
達に何ができるのか？をテーマに万博の機運醸
成に寄与するシンポジウムを大阪商工会議所共
催、万博協会後援で3回開催しました。＜年1回、
のべ700人参加＞
また、「きかせて！サクヤヒメ先生」として、大阪

府下の小中高大学生、専門学校生に向けて働く
ことってどんなこと？をテーマに私達の経験談を
語る出張授業を実施しています。＜13校、685人
参加/2022年実績＞

２０２１年5月26日開催
第1回万博サクヤヒメ会議

問い合わせ先：大阪商工会議所 人材開発部 研修・採用支援担当

担当者：担当者名 内村、田中

 URL：https://www.osaka.cci.or.jp/Jigyou/sfj/

Mail：sakuyahime@0saka.cci.or.jp 21



事業名

取組の概要

「オールシーズン×オールタイム」の観光コンテンツの開発

箕面市観光協会
誘客促進

大阪府箕面市

箕面は、大阪中心部から３０分～４０分の距離にあるとは思えないほど、豊かな自然を身近に感じることができる贅沢な場
所です。

年間を通して、より多くの方にその魅力を知っていただけるよう、箕面の観光エリアブロックでの四季ごとの特徴に合わせた
観光メニューを開発するなど、「オールシーズン×オールタイム」の観光・誘客に取り組んでいます。

2025年の大阪・関西万博や大阪DCも見据え、二次交通による回遊ルートを整備するとともに、箕面国定公園をはじめと
する豊富な観光資源を活用した体験型観光を充実させることで、滞在時間の拡大と域内消費の活性化を促進していきます。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

観光コンテンツ開発
（オールシーズン×オールタイム）

観光コンテンツ開発
（スピリチュアル体験）

二次交通の整備
（箕面紅葉狩りバスツアー）

北摂随一の紅葉を誇る箕面では、秋の日中
の数時間のみにお客様が集中し、繁閑格差が
極めて大きいことが大きな課題でした。

そこで、国内外からより多くのお客様を迎える
べく、お客様の分散による来訪者の総量拡大と、
滞在時間の拡大による観光消費額向上に繋
げるアクションとして、オールシーズン（春夏秋
冬）×オールタイム（ナイトコンテンツの充実）の
観光コンテンツ開発に着手しております。

たとえば、プロジェクションマッピングやキャン
ドルロード、明治の森箕面国定公園ライトアッ
プなどを中心に展開する「サマーフェスタ箕面
公園」や、阪急電車貸切による「箕面の森Ｗｉｎ
ｔｅｒ プロムナード」等を実施しています。

また、最近では、SNSの台頭も相まって、単な
る紅葉だけでは訴求力が弱くなっており、体験
コンテンツの磨き上げによる、箕面でしか得ら
れない体験価値の向上に注力しております。

箕面は修験道の開祖「役行者」昇天の地であ
り、箕面大滝には龍神が住むと言い伝えられてい
ることから、次のようなスピリチュアルな体験がで
きる観光コンテンツを、順次開発中です。

・明治の森箕面国定公園内の由緒正しき古寺と
いう特別な空間で行うスピリチュアルな「森林ヨ
ガ体験」。

・役行者を五感で体験するスピリチュアルな観光
コンテンツ。

・宝くじ発祥、縁結びの神様、勝ちダルマで有名
な各お寺による、正月時期の箕面３カ寺周遊の
「箕面開運めぐり（富運・良縁・勝運祈願）」。

また、11月～12月に開催され、多くの来訪者が
ある「もみじまつり」も、今年は、大型ビジョンを活
用し、箕面大滝ライブ配信を付加するなど、より
多くの方に楽しんでいただけるイベントとなるよう
スケールアップしています。

毎年、秋には、阪急箕面駅、箕面大滝、勝尾
寺あたりの車道は、渋滞を極めています。

そこで、繁忙期には、マイカーを減らすことで
渋滞緩和、それに伴う滞在時間の拡大に向け、
関係事業者協力のもと「箕面紅葉狩りバスツ
アー」を運行しています。

その他、様々なイベント期間中にも二次交通
による実証実験なども行っています。

２０２４年３月２３日には、大阪の大動脈であ
る地下鉄御堂筋線・北大阪急行が箕面まで
延伸されることで、箕面・北摂への人流が大
きく変貌していきます。

そういった好環境も踏まえたうえで、今後は、
２０２５年の大阪ディスティネーションキャン
ペーンや大阪・関西万博も見据えた広域の
「観光＋交通」の検討にも着手していきます。

問い合わせ先：箕面市観光協会

担当者：前田・柳田・小川・室井

 URL：https://minohkankou.net/

Mail：machi@minoh.net
箕面市観光協会

「オールシーズン×オールタイム」の観光コンテンツの開発（２０２３年１０月掲載)
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事業名

取組の概要

「なかなかのまちなか 藤井寺」 ～まちなか観光の創造と交流の促進～

大阪府藤井寺市
交流促進

大阪府藤井寺市

藤井寺市は大阪で一番小さい市ながら、世界遺産に登録された古市古墳群や由緒ある神社仏閣などの歴史資産が豊富
なうえに、近年では若者に人気の個性的なお店が増え、まちなかで様々なイベントが行われるなど、新しさと古い文化が共
存するまちの様子から、「なかなかのまちなか 藤井寺」と題した観光振興やシティプロモーションを展開しています。

2025年の大阪・関西万博を大きなチャンスと捉え、大阪観光のプラスワンの行先として来訪いただけるよう、市民協働や
公民連携を通じたまちの魅力の磨きあげと、効果的な情報発信により、本市の知名度とイメージの向上を図りつつ、地域の
みなさんとの交流によって、将来的な移住定住につなげていくことを目指して取り組んでいます。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

まちなか観光の創造 公民連携の取り組み 観光拠点の整備

藤井寺市が観光地として注目されることが少
なかったのは、観光するものがないのではなく、
観光することが難しいからであると捉え、2021
年に「観光難易度A級シティ」宣言を行い、プ
ロモーションを開始しました。
これは、世界遺産に登録された古墳群をはじ

めとする歴史、文化、イベントなどの地域資源や
魅力を地域の皆さんとともに磨きあげ、「まちな
か観光の創造」による新たなまちのイメージの
発信や定着を図ることで交流人口を増やし定
住人口の増加につなげることを目指したシティ
プロモーションです。

これまで、私だけが知る観光スポットを市民か
ら募集したところ、１６０を超えるスポットが紹介
されました。これらの情報も参考に、SNSを活
用した周遊キャンペーンやオリジナル観光マッ
プの作成など、まちなか観光を楽しんでいただ
ける新たなプロモーションを展開しています。

観光DXの推進のため、凸版印刷（株）様と連
携協定を行い、デジタル商品券や音声ガイドア
プリの活用による、観光＋謎解きゲームが開発
されました。これは、市内に広がる古市古墳群
に伝わる伝説を一つのストーリーに仕立て、予
備知識がなくとも興味関心を引くような内容と
なっており、ガイド音声には有名声優を起用す
るとともに、謎解きゲームをプラスすることで、
歴史ファンのみならず、より幅広い層に向けた
アピールにつながっています。

また、オープンストリート（株）様との実証実験
では、市内周遊に役立つシェアサイクルの設置
を行っています。現在市内に13カ所のポートが
あり、順次拡大を予定しており、世界遺産百舌
鳥・古市古墳群を共に構成する、堺市、羽曳野
市にもポートがあります。点在する古墳群やエ
リア周遊に最適な交通手段となっていますので、
大阪・関西万博のプラスワン観光として多くの
方の利用を期待しています。

まちなか観光周遊ルート上の拠点施設とし
て整備を進めているのが、特徴的な外観を持
つ「アイセルシュラホール」です。市内の古墳
から出土した船形埴輪と修羅（古代の木ぞ
り）をモチーフにしたこの施設は、世代を問わ
ず、学び集い遊び交流しあえる個性豊かな生
涯学習活動を支援できる場として地域の皆
さんに愛されています。

万博が開催される2025年に合わせて、 1
階に来訪者をおもてなしできるビジターセン
ター機能を、２階には古墳群の価値をわかり
やすく伝えるガイダンス機能や古墳ミュージア
ム機能も兼ね備えた施設となるようリニュー
アルを計画しています。このホールが将来に
渡って多くの人でにぎわい、交流できる施設
となり、本市の持続可能な発展のランドマー
クとして多くの皆さんから愛される、魅力あふ
れる施設となるよう取り組んで行きます。

問い合わせ先：藤井寺市市民生活部観光課

 URL：https://www.fujiidera-city-promotion.Osaka.jp

Mail：kankou@city.fujiidera.lg.jp藤井寺市

「なかなかのまちなか 藤井寺」 ～まちなか観光の創造～ （２０２３年１０月掲載)
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事業名

取組の概要

湖南市クラウドファンディング「市民活動プロジェクト応援ファンド」事業

滋賀県湖南市
共創

滋賀県湖南市

滋賀県湖南市では、「えーまち」にしようとする思いを持った市民や市外の方々が、協働で各種のプロジェクトを進められて
います。本市では、クラウドファンディングを活用して、それらのプロジェクトを実現するために、提案プロジェクトを市として公
認し、多くの方々から支援を受けられるよう、PRや外部人材の紹介などサポートを行っています。

2025年大阪・関西万博を契機に、多くの方に滋賀県湖南市で展開される様々なクラウドファンディング事業を知っていた
だくことで、湖南市に魅力を感じ、新たなプロジェクトの輪が広がっていくように、これからも市民全体で街のにぎわいの創出
を目指すための市民活動支援を推進していきます。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

市民活動プロジェクト応援ファンド 様々な主体との共創 活躍できる街「湖南市」

滋賀県湖南市では、地域活力の創出に寄与
する市民活動に必要な資金を調達する手法と
して、クラウドファンディングの持つ可能性に着
目しています。

そこで、地方版総合戦略における重点施策に
位置付ける等、市民や市外の方々のクラウド
ファンディングの提案を公認し、市の広報誌や
ホームページ、各種ＳＮＳ、外部人材の紹介、チ
ラシの作成から配布まで様々なサポート環境を
整えてきました。取り組みを通じて、まちづくり団
体等が湖南市の賑わいづくりやプロジェクトに
挑戦しやすい環境を生み出し、新たな官民連
携の形やパートナーシップが広がっています。

これまで本市が公認したクラウドファンディン
グの活用状況（令和５年３月31日現在）は、公
認決定数が25件、累計支援総額が約1,010
万円となっており、引き続き、まちづくり団体等
に活用していただけるようＰＲに努めていきます。

滋賀県湖南市は、内閣府より令和２年７月に
「SDGs未来都市」に選定され、SDGsの推進
事業においてもクラウドファンディングを活用し
ており、農福連携や多文化共生に関するプロ
ジェクト等を取り上げています。

例えば、多文化共生プロジェクトでは、地域お
こし協力隊員の方がブラジル人の多く暮らすま
ち湖南市で、ブラジル人をはじめ外国人と一緒
に楽しめる場を作りたいという思いから、
「EXPO酒場 湖南店 こにゃん万博構想！ ブラ
ジル酒場」イベントを立ち上げました。万博開
催800日前にあたる令和５年２月４日（土）に
イベントを開催し、当日は、様々な異文化交流
が行われました。

このように活動の幅が広がるようサポート環
境を整えながら、本事業を通じて、地域との繋
がりを増やしています。

これまで様々なプロジェクトを支援してきまし
たが、プロジェクトの当事者の方々が共通し
て想っていることは「湖南市を盛り上げたい」
ということです。その気持ちを無駄にせず、活
動したい人が活躍できる街であり続けるため
に本事業の取組を推進していきます。

本市は、滋賀県で外国人の割合が最も高い
街であり、2025年大阪・関西万博に深い縁
を感じています。世界中の人たちに、本市に
多文化共生に通ずるイベントや人・モノが溢
れていることを知っていただき、交流を広げた
いという思いがあります。

2025年大阪・関西万博を契機に、その万
博のコンセプトである「未来社会の実験場」
の実践の場として、様々な方が、湖南市を舞
台としたまちづくり活動を、今後も活発に展開
されることを願っています。

滋賀県湖南市

湖南市クラウドファンディング「市民活動プロジェクト応援ファンド」事業（２０２３年１０月掲載)

問い合わせ先：滋賀県湖南市役所 総合政策部地域創生推進課

担当者：企画調整・統計係 永井 Mail：kikaku@city.shiga-konan.lg.jp

URL:https://www.city.shiga-
konan.lg.jp/soshiki/sogo_seisaku/chiiki_sosei/chiiki_sosei_kikaku_tokei/
1909.html
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事業名

取組の概要

コウカEXPO2023

～大阪・関西万博に向けた地域資源の魅力発信のイベント～

滋賀県甲賀市
✕ 甲賀市商工会 ✕一般社団法人 滋賀県調理師会

取引拡大

滋賀県甲賀市

甲賀市は、2025年大阪・関西万博に向け、地域資源の魅力発信につながる５つのイベントを関係団体と一体となり、同日
に同じエリアで開催するイベントの総称である「コウカEXPO2023」を、２０２３年１０月１５日(日)に市内で開催しました。

甲賀市、甲賀市商工会、滋賀県調理師会が主催となり、「甲賀の食博覧会」、 「万博機運醸成イベント」 、「未来につなが
るエコフェスタ」、「こうか商工まつり」、「食の祭典inしが」の５つのイベントが催され、市民や多くの来訪者の方が、万博の
テーマやコンテンツ、まちの豊かな地域資源や地元企業の魅力を体感しました。

甲賀市は、地域資源の魅力を市内外へ発信し、万博を契機に観光誘客と地域経済の活性化を目指していきます。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

コウカEXPO2023の目的 コウカEXPO2023での取組 万博を契機に地域の活性化

甲賀市では、大阪・関西万博に向け、万博に訪
れる国内外の旅行者の誘客を図り、関係人口
の増加や地域経済の活性化を目指しています。

そこで、地域資源の魅力発信と新たな可能性
を再発見することを目的に、甲賀の地域資源と
多様な食材を結びつける総合的なイベントの開
催を計画しました。

企画を進める中で、食文化の普及発展に取り
組まれている「滋賀県調理師会」や地元企業に
精通されている「甲賀市商工会」も、本イベント
の趣旨に賛同され、一緒に検討いただきました。

そして、万博の機運醸成、ＳＤＧｓの目標達成を
共通テーマとして、市主催の「甲賀の食博覧
会」「万博機運醸成イベント」「未来につながる
エコフェスタ」と、商工会主催の「こうか商工ま
つり」、理師会主催の「食の祭典inしが」の５つ
のイベントを「コウカEXPO2023」として合同開
催することとなりました。

コウカEXPO2023では、地場産品である信
楽焼・茶・薬・地酒・木材の展示販売や、忍者
PRブースの設置、地元企業の仕事体験、万博
ＰＲや公式グッズ販売などを行い、多くの来場
者の方に、甲賀市の魅力や万博を身近に体感
できる機会を提供しました。

また、2050年カーボンニュートラルを目指す
「甲賀市環境未来都市宣言」の実現に向けて、
環境意識の高揚、行動変容を促進するため、
「未来につながるエコフェスタ」として、地球温
暖化や環境問題をテーマに著名人による講演
会を行いました。

このほか、容器包装やフードロスの削減、公共
交通機関の利用促進など環境配慮型で開催
するとともに、「びわ湖カーボンクレジット」と呼
ばれるＣＯ２の吸収量で埋め合わせをし、温室
効果ガスを実質ゼロにするカーボン・オフセット
を実現しました。

近畿経済産業局では、2025年の大阪・関
西万博に向けて、地域ブランドの知名度向上
や販路開拓等を一体的に支援する関西の
12ブランドの一つとして「信楽焼」を選定さ
れ、支援を展開されています。

本市でも、このことを受け「大阪万博をきっ
かけに日本を代表する陶器産地として再認
識される」ことを目指して、アクションプランを
作成し、 「緋色の里信楽」コンセプト商品試
作など、信楽焼の産地全体のブランド力向上
に向けた取組を実施しています。

今後も、信楽焼をフックに、甲賀の地場産業
である茶・薬・地酒や観光資源である忍者等
を2025年大阪・関西万博に向けて広く発信
し、「オール甲賀」で地場産品の収益向上と
観光誘客を目指していきます。

問い合わせ先：甲賀市産業経済部商工労政課

 URL：甲賀市HP：
https://www.city.koka.lg.jp/2012.htm

Mail：koka10351000@city.koka.lg.jp
滋賀県甲賀市・一般社団法人 滋賀県調理師会・甲賀市商工会年

コウカEXPO２０２３ ～大阪・関西万博に向けた地域資源の魅力発信のイベント～（２０２３年１1月掲載)
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事業名

取組の概要

文化・子育て複合施設「おにクル」 ～ 新しい活動や場を生み出す共創の中心地 ～

大阪府茨木市
共創

大阪府茨木市

茨木市は２０２３年11月に文化・子育て複合施設「おにクル」をオープンします。様々な機能が集まるこの複合施設は、市民
や事業者、行政といった主体に関わらず、あらゆる機能や活動が交わり、相乗効果を発揮する新しい活動や場を生み出す
「共創の中心地」となることを期待しています。

建物の北側に広がる芝生広場を含めたエリア全体のキーコンセプトは「育てる広場」です。オープン前から、そして、オープ
ンしてから、どのように使って考えていくかを市民の皆さん自身も考え、皆で作り上げていく施設になります。ここを拠点として
連携、共創が茨木市内のあちこちに広がっていくことを目指していきます。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

子育て支援のワンストップ機
能も備えた新施設「おにクル」

キーコンセプトは
「育てる広場」

２０２５ 大阪・関西万博
に向けて

旧市民会館の老朽化により取り壊しが進む
中で、近隣全体を再開発することとなり、その一
期として新施設「おにクル」が建築されました。

おにクルとは、文化ホール、子育て支援、図書
館、市民活動センター、プラネタリウムなど多く
の機能が入る複合施設です。おにクルという名
前は、６歳の男の子の「怖いオニさんですら来
たくなる楽しいところ」という思いから名づけら
れました。様々な機能を持つ施設にすることで、
活動の交流や新たな人の関わりの創出を促し
ます。

子育て支援に関しては、おにクル内に「子育て
支援センター」を設置し、遊びに来たついでに
気軽に相談しやすい環境を提供していきます。
これまで点在していた子育てに関する支援機
能を集約することで、妊娠・出産・子育てという
様々な相談にワンストップで対応していきます。

おにクルと建物の北側に広がる芝生広場を
含めたエリア全体のキーコンセプトは「育てる
広場」です。どのように使って、どう変えていくか
市民と行政が一緒に考え、育くんでいく場にし
たいという想いが込められています。このキーコ
ンセプトや閉館した市民会館の跡地利用方法
は、市長と市民との対話を通して決定されまし
た。

おにクルの北側に広がる「IBALAB＠広場」
は、”つくって””つかって”を繰り返し、ルールや
設えを検討しながらバージョンアップしていく
「ハーフメイド」の広場です。市民と行政が一緒
になって、芝張りからベンチづくり、花木の寄せ
植えなどを行い、広場を作っていきました。

施設や広場を「つかう」だけではなく、ルール
を含めて市民自身が「つくる」段階にも入るこ
とで、みんなで一緒に「育てる広場」を目指し
ていきます。

茨木市は、大阪・関西万博の公式プログラ
ムである「TEAM EXPO 2025」において、
「共創パートナー」として登録されています。
おにクルや安威川ダム周辺施設などの取組
を通じ、大阪・関西万博のテーマである「いの
ち輝く未来社会のデザイン」の実現に向け、
誰もが安全で安心、健やかに暮らすことがで
き、一人ひとりが「豊かさ・幸せ」を実感でき
る地域づくりを目指していきます。

そのために、まずは全市民２８万人のおにク
ル体験を目標に、「おにクル」くる！クル！大作
戦として、１１月の開館から１年間事業を積極
的に展開していきます。

こうした取り組みをはじめとして、SDGs目標
の達成にもつながる、「誰一人取り残さない」
持続可能で多様性と包括性のある、一人ひと
りが輝けるまちを市民と行政で共創していき
ます。

茨木市

文化・子育て複合施設「おにクル」 ～ 新しい活動や場を生み出す共創の中心地 ～（２０２３年１1月掲載)

問い合わせ先 ： 茨木市 市民文化部 共創推進課

担当者 ： 向田

 URL ： https://www.onikuru.jp

Mail ： kyousou@city.ibaraki.lg.jp 26



事業名

取組の概要

Local Coop大和高原プロジェクト〜持続可能な地域共生社会の構築〜

奈良市 × 一般社団法人Next Commons Lab・
株式会社paramita・一般社団法人Local Coop 大和高原

共創

奈良県奈良市

「100年後も地域と生きるために」
奈良市では、中山間地域である東部地域を中心に、地域住民・地域の団体を主体とし、行政・民間企業・ベンチャー・NPO

等の連携により、人や自然などあらゆる地域資源の循環を活用した社会課題や地域課題の本質的な解決を図ることで、新
たな持続可能な地域社会の構築を目指しています。

その一環として、地域の暮らしを自治体や企業だけに依存するのではなく、住民の「共助」により、持続可能なサービスをリ
デザインして作り上げていこうという試み、「Local Coop 大和高原プロジェクト」を開始しました。

100年後の奈良市東部地域で
⼦供・孫の世代が

幸せに⽣活ができるように、
いま私たちができることを
共に考えていきたい。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

少子高齢化・人口減少
に伴うローカルの危機

地域のインフラ
を共助・互助で支える

「共助型サービス」の幕明け

日本で最初に名勝指定された「月ヶ瀬梅林」
で有名な月ヶ瀬を含む奈良市の東部地域は、
少子高齢化・人口減少が進む人口約1万人の
大和高原に位置する中山間地域です。

人口減少によって、生活関連サービスの縮小
による生活利便性低下や、地域コミュニティの
機能低下による担い手減少など様々な影響に
より、地域の魅力が低下し、さらなる人口減少
に拍車がかかることが懸念されています。

そこで、このような人口減・税収減であっても、
地域サービスの一部を住民の「共助」で代替
することでサービスの維持コストを抑えながら、
地域の特性に応じたサービスを提供し続けるこ
とで、持続的に月ヶ瀬地域の豊かさを受け継ぎ、
住民ひとり一人の生活の質を向上させる社会
システムを構築する全国発の「Local Coop」
となる「Local Coop 大和高原プロジェクト」を
開始しました。

2022年3月に旧月ヶ瀬学校給食センターを
改修し、ワーケーション及び地域住民の交流拠
点として再生した新しいスタイルのワーケーショ
ンルーム「ONOONO（オノオノ）」を開設し、地
域コミュニティの創造の場として機能し、様々な
地域イベントも開催されるようになりました。

また、月ヶ瀬地域住民を中心に無作為に選出
された18歳から74歳までの職業も経歴も様々
なメンバーによる「自分ごと化会議」を実施し、
住民と地域、行政が協力し合い、地域の課題
や将来について「自分ごと」として意見を交わ
しました。

本会議では、共助・地域コミュニティをテーマ
に、協力して助け合うことや地域コミュニティの
あり方について考えたうえで、共助を活用した
地域課題の解決策を議論し、共助の必要性の
理解が深まり、共創の意識が芽生えました。

Local Coop大和高原プロジェクトの一環と
して、民間企業と連携した新たなサービスの
創出も行っています。

その一つとして、2023年2月～3月、全国初
となる「共助型買物サービス」の実証実験を
実施しました。日常の買物が困難な状況に置
かれているエリアにおいて、イオンネットスー
パーの生鮮食品などを、日本郵便の持つ配
送ネットワークを活用し、受取先に複数注文
分をまとめて配達することにより、地域の利便
性向上と輸送コストの抑制、コミュニティの強
化にもつながる画期的なサービスです。 

また、ドローン物流を活用した荷物配送の実
証実験も実施するなど、住民と企業、行政が
協働して取り組み、 中山間地域の課題解決
に取り組んでいきます。

問い合わせ先：奈良市月ヶ瀬行政センター地域振興課

担当者：平山

 URL： https://www.city.nara.lg.jp/

Mail：tsukigase-chiikishinko@city.nara.lg.jp

奈良市 × 一般社団法人Next Commons Lab・株式会社paramita・一般社団法人Local Coop 大和高原

Local Coop大和高原プロジェクト〜持続可能な地域共生社会の構築〜（2023年11月掲載)

▶⽉ヶ瀬

都祁

⾃分ごと化会議
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事業名

取組の概要

丹後万博２０２３～守ろうで、丹後のええもん～

京都府京丹後市
SDGs

京都府京丹後市

丹後万博２０２３は、京丹後市で高校生が企画・運営するSDGｓの祭典です。昨年に引き続き、2023年も１０月２８日に「～
守ろうで、丹後のええもん～」をテーマに開催しました。

自然、人、伝統、食、産業など、さまざまな丹後のええもんを未来につないでいくために今できることは何なのか。

世界共通の目標であるSDGsの視点をもとに、高校生が企画した１９コンテンツが出展され、約2500人もの来場者を楽し
ませました。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

高校生のアイデアがきっかけに！ 高校生が企画・運営！ 京丹後からSDGsを発信！

２０２１年、京丹後市がSDGs未来都市に選定
されたことをきっかけに、SDGsの考え方を取り
入れたまちづくりが本格的にスタートしました。

SDGs推進事業の一つとして、「SDGｓ未来都
市・ゼロカーボンシティ推進フェアin京丹後」を
開催した際に、峰山高校の高校生から「丹後
万博」のアイデアが発表され、イベント開催に
係る費用を市が予算化し、２０２２年に第1回の
丹後万博を開催しました。

２０２３年度は、市内の高校生20名を中心とし
た「丹後万博開催実行委員会」がコンテンツ
の企画や広報活動、当日の運営を行いました。

当日はSDGsをテーマにした、草木染と着物リ
メイクのファッションショー、ジビエカレーや昆虫
食の提供、海ごみを活用したアート作品の展示
など、様々なコンテンツが出展されました。約２
５００名もの方にご来場いただき、高校生や家
族連れで賑わいました。

丹後万博は、これからの時代、SDGs推進の
中心世代となる高校生が企画・運営する
SDGsの祭典です。高校生ならではの独創的
かつ、学校での学びを活かしたコンテンツが特
徴です。

また、２０２３年度は「バーチャル丹後万博」と
称し、ネット上にメタバース空間を制作し、ス
テージ発表のライブ配信や高校生のコンテンツ
紹介動画を掲載し、当日、会場に来れない方で
も丹後万博をお楽しみいただけるよう工夫しま
した。

イベントをさらに盛り上げる工夫として、会場
では福祉アプリ「みまもりあいアプリ」を活用し
たデジタルスタンプラリーを実施しました。高校
生の体験・展示ブースを訪れ、デジタルスタン
プを集めた方には、高校生が作った昆虫食クッ
キーや農作物等をプレゼントしました。

問い合わせ先：京丹後市 政策企画課

担当者：北尻・青木

 URL：https://kyotango-sdgs.jp/

Mail：kikaku@city.kyotango.lg.jp

京都府京丹後市

丹後万博２０２３～守ろうで、丹後のええもん～（２０２３年１1月掲載)

将来を担う高校生が、SDGsをテーマにコン
テンツを出展することで、イベントに訪れる方に
もSDGsを身近に、自分事に考えてもらえると
考えています。

高校生の想いをきっかけに、地域でもSDGs
の考え方が広まっていくよう、今後もイベントを
継続していきたいです。

また、現在は京丹後市のみで開催しています
が、将来的には丹後地域にエリアを広げて、さ
らにSDGsの取り組みが広がるようなイベント
にしていきたいです。

今後も高校生の取り組みを通して、京丹後か
らSDGsを発信していきます！
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事業名

取組の概要

「FactorISM-アトツギたちの文化祭-」～関西地区最大級の地域一体型オープンファクトリーイベント～

FactorISM実行委員会
誘客促進

大阪府八尾市

「FactorISM」は、 「こうばはまちのエンターテイメント」を合言葉に2020年からスタートし、 参加企業だけでなく、来場者、
地域一体型でつくるオープンファクトリーイベントとして、昨年度は総勢８３社（八尾・堺・門真他のエリアの参加企業）と地域
が連携し、開催されました。 ５年目となる２０２4年は「醸す」をテーマに開催。現在、参加企業募集集中（5月31日まで）です。

２０２５年大阪・関西万博を見据えて継続して開催し、中小企業のものづくり技術・技能を地域ブランドとして確立させ、海外
に発信していきます。これらのことを通じて、こうばで働く人、それらこうばがある地域の人々それぞれが誇りをもってこうば、ま
ちで活躍し持続可能な社会・経済システムづくりへの貢献をめざします。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

モノからコト、そしてトキへ
関西地区最大級の地域一体型
オープンファクトリーイベント

中小企業のものづくり技術・技能を地域

ブランドとして確立させ、海外に発信

「FactorISM （ファクトリズム） 」は、「こうば
（Factory）」を「体験・体感すること
（tourism）」で、ものづくりの現場の「主義、主
張（ISM）」を伝えるための活動です。

「こうばはまちのエンターテイメント」をコンセ
プトに、ものづくりの現場を一般公開し、世界に
誇る日本のものづくりの現場を体験、体感して
もらうイベントを毎年秋頃に開催しています。

「目指せ！2025大阪・関西万博」を合言葉に、
2020年からスタートし、「FactorISM～2020 
アトツギたちの文化祭～」はコロナ禍にもかか
わらず、開催期間３日間で累計来場がオンライ
ンとリアル合わせて3000人を超え、多方面か
ら大きな反響がありました。

この活動を一過性のもので終わらせるのでは
なく、継続していくことで地域産業の活性化に
つなげたいと考えています。

2025年にむかえる大阪・関西万博を見据え、
FactorISMは、 5年目となる今年も八尾市・門
真市・堺市・四条畷市・大東市・柏原市・和泉
市・高石市・大阪市都島区/平野区・三重県名
張市他エリアといった広域で開催予定です。

2020年、35社からスタートした同イベントは、
4年目には83社が参加するまでに規模を拡大
してきました。５年目となる今年度は100社を
越える見込みとなっています。

2024年も昨年度に引き続き、「LIVEISM」と
題し、町工場の端材などを「生物」に変換する
アートプロジェクトにも挑戦する予定です。

FactorISMは、年を重ねるごとに進化・深化
し、盛り上がりを増しています。

【２０２4年の開催期間】
10月24日（木）〜10月27日（日）

「FactorISMを通じて、まち、ひと、こうばを
元気にする！」をビジョンに掲げ、今後も継続
して「FactorISM」を開催することで、イベン
トの認知度を高め、参加したいと考える企業
やイベント来場者を増やします。世界に向けて
「こうばはまちのエンターテイメント」という
ムーブメントを広げていきます。

ものづくりの体験や見学をエンターテイメント
と捉え、お金を払ってでも体験したいと思って
もらえるようなコンテンツにしたいと考えてい
ます。今後は、参加地域やコンテンツを拡充し、
本物のものづくりの技術を知り、創る人に触
れ合い新たな価値を作り出す超域プロジェク
トとして、モノヅクリテイメント構想を実現して
いき、中小企業のものづくり技術・技能を地
域ブランドとして確立させ、海外に発信してい
きます。

問い合わせ先：八尾市 魅力創造部 産業政策課

担当者：今津・岡田

 URL：https://factorism.jp/2024/04/23/3019/

Mail：sangyou@city.yao.osaka.jp

FactorISM実行委員会

FactorISM（2024年5月掲載）



事業名

取組の概要

まちのコイン「やおやお」 地域活性化プロジェクト

大阪府八尾市 ×大阪信用金庫・株式会社カヤック・株式会社みせるばやお

誘客促進

大阪府八尾市

八尾市は、多くの製造業が集積する国内有数の“ものづくりのまち”です。約3000もの中小企業が集積し、雇用やまちのに
ぎわいを創りだしてきました。一方で、近年は事業所数の減少や事業承継の問題があります。こういった背景から、本市の産
業振興において、社会的つながりや関係性としてのコミュニティへの参加を促していくことが重要と考えております。この問題
解決に向けた取り組みとしてコミュニティ通貨（地域電子通貨）「まちのコイン」を導入しました。これまで、市内企業や商店
街と連携し、「まちコイン」を使ったスタンプラリーイベント等を積極的に開催してまいりました。その結果、本市内の商店街に
は延べ6,000人以上の人が訪れるなど、地域コミュニティの活性化や賑わい創出に貢献しています。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

コミュニティ参画の見える化
による新たな価値創造

お金では買えない特別な体験を通

して地域コミュニティを活性化

大阪・関西万博と八尾市を
つなぐまちのコイン

2022年6月に、八尾市と株式会社カヤックお
よび大阪信用金庫は、それぞれが有するノウハ
ウ、保有するサービス等やネットワーク機能を活
用し、商業者、ものづくり企業、地域住民や関係
人口等をつなぎ、そこから生み出す活動がクリ
エイティブな発想を誘発し、新たな価値づくりと
なるとともに、その活動の見える化をはかること
によって、八尾市の持続的な発展に寄与するこ
とを目的に連携協定を締結しました。

それらの目的を達成するため、「まちのコイン」
というデジタルツールを導入し、事業者と地域
住民のコミュニティづくり、事業者同士の横の
つながり、市外の関係人口の創出を強化する
ことで、自社の価値の再発見や新しい事業へ
のヒントとなる価値創造、商店街活性化など地
域産業の根本的な課題解決に繋げていくこと
を目指しています。

2022年6月の連携協定締結後は、まずは「ま
ちのコイン」というデジタルツールを活用した地
域活性化の取り組みを実証実験としてスタート
しました。その結果、多くの方の地域に関わる
きっかけを創出し、コミュニケーションが
出来る「場」の見える化を実現しました。

それを受けて、2023年4月からは、まちのコイ
ンを地域活性化に本格的に活用することになり
ました。 現在（2023年9月時点）では、ユー
ザーが4,500人以上、登録スポットも160以上
に上り、まちのコインの総流通量も導入地域中
のトップクラスとなっています。

八尾市の代表的なイベントである「八尾河内
音頭まつり」やその他各地域で開催されるマル
シェやイベントにおいて、誘客や情報発信の
ツールとしてまちのコインが積極的に活用され
ており、八尾市民が地域の魅力や価値の再発
見することができ、地域コミュニティの活性につ
ながっています。

八尾市は、自治体で唯一、2025年大阪・関
西万博の「大阪ヘルスケアパビリオン」への
出展が決定しており、八尾市の優れた中小企
業・スタートアップの技術力や魅力を国内外
に広く発信していきます。

現在、2025年大阪・関西万博を見据え、八
尾市の更なるPRを兼ねたガバメントクラウド
ファンディング「まちのコイン“やおやお”地域
活性化プロジェクト（秋～冬） 」を実施予定
です。

さらには、2025年大阪・関西万博の開催期
間中や会期終了後にも、まちのコインを使っ
たイベントを展開することにより、万博会場と
八尾市内をつなぎ、市内企業の成長や経済
波及及び効果を活かす取り組みを展開して
いきます。

問い合わせ先：八尾市 魅力創造部 産業政策課

担当者：今津・岡田

 URL：https://www.city.yao.osaka.jp/0000063817.html

Mail：sangyou@city.yao.osaka.jp

八尾市

まちのコイン「やおやお」地域活性化プロジェクト（2024年5月掲載）



事業名

取組の概要

ジェンダーなど多様性をテーマにした絵本づくりプロジェクト

～子どもたち一人一人の未来につなぐ～

兵庫県豊岡市
SDGs

兵庫県豊岡市

豊岡市では、2021年3月に「豊岡市ジェンダーギャップ解消戦略」を策定し、職場、家庭、地域、学校など、まち全体のジェ
ンダーギャップの解消に向けた取組みを進めています。これまで、女性が働きたい事業所を増やし、女性に選ばれるまちを目
指した職場でのワークイノベーションの推進や、地域や学校等の対象ごとに研修会やワークショップを活発に行ってきました。

子どものころからのジェンダー教育・多様性教育はとても重要であることから、2023年度には、ふるさと納税「ガバメント ク
ラウドファンディング」を活用し、子どもを主人公として、日常の家庭での様子や、こども園での活動の様子を通して、ジェン
ダーや多様性について考えるオリジナル絵本を制作し、子どもたちとの対話に活用する新たなチャレンジを開始しました。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

ジェンダーギャップの解消へ 絵本づくりプロジェクト 誰もが自分らしくいきいきと

子どものころからのジェンダー教育・多様性
教育はとても重要であることから、2023年度
に、豊岡のオリジナル絵本を制作し、子どもたち
との対話に活用する取組を開始しました。

日々、子どもたちと接する保育者の皆さんが
参画し、豊岡市但東町出身の絵本作家羽尻利
門さんや、専門家の方に支援いただきながら制
作しています。

絵本を通じて、読み手となる大人がジェンダー
や多様性について理解を深めることで、ジェン
ダー視点や多様性に配慮した保育や教育の実
践に役立てられると期待しています。

また、子どもたちがジェンダーや多様性につい
て考えることを通して、自己肯定感を高め、他
者を理解し、違いを認め合うとともに、性別にか
かわらず、自分の夢を描き、自分らしく未来を
切り開いていくことの大切さを知ることにつな
がることも願っています。

制作したオリジナル絵本は、保育や教育の
現場や、読み聞かせを通し、子どもと親、子ど
もと祖父母との対話等に活用されていくで
しょう。

また、2025年に開催される大阪・関西万博
の際は、この絵本の紹介をはじめ、豊岡市が
これまで進めてきたジェンダーギャップ解消と
まちづくりの取組を発表する機会が設けられ
ることを期待しています。

ジェンダーギャップの解消は未来に向けた
取組です。過去の社会のありようや、人々の
生き方を否定するものではなく、産業構造や
人口構成の急激な変化に対応しながら、全て
の人にとって生きやすい社会、持続可能な地
域社会をつくるための取組であることを、今
後も、より多くの方に知っていただきたいと
願っています。

問い合わせ先：兵庫県豊岡市くらし創造部ジェンダーギャップ対策室

担当者：上田・原田 Mail：w-innv@city.toyooka.lg.jp

 URL：
https://www.city.toyooka.lg.jp/kurashi/1007000/1008845/index.html

兵庫県豊岡市

ジェンダーなど多様性をテーマにした絵本づくりプロジェクト（2023年11月掲載)

（例）図表_取組の概要がわかるもの 
（例）図表_取組の概要がわかるもの （例）図表_取組の概要がわかるもの 

男女を問わず、若者が地方を去り大都市へと
流れる背景に、「社会的・経済的・文化的に豊
かな大都市と貧しい地方」という強いイメージ
があることが指摘されています。

とりわけ豊岡が若い女性たちに選ばれていな
いのは、男性中心の社会であってジェンダー
ギャップの解消が進んでいないからだと考えて
います。

女性が女性であるというだけで、補助的役割
のみに甘んじ、能力を磨き、発揮する機会もな
いとすると、①社会的損失、②経済的（企業業
績・地域経済）損失、③公正さに欠けると言わ
ざるをえません。

市で行った調査結果から、ジェンダーギャップ
の背景には、無意識の偏見や思い込み、固定
的な性別役割分担を前提とした仕組みや慣習
があることが明らかになっており、多面的に
様々な切り口で取組を進めています。
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事業名

取組の概要

ブランド京野菜のスマート栽培による持続可能な産地づくり

京都府舞鶴市
Society 5.0 

京都府舞鶴市

舞鶴市は、企業や研究機関、教育機関等と連携を深め、先進技術をまちづくりに積極的に活用することで、日常生活にお
ける利便性の向上や都市機能の効率化を実現し、将来にわたり住み続けられるまちづくりを目指しています。

その一環として、官民連携により、IoT 機器を通じたデータ利活用型のスマート万願寺甘とう栽培を実装し、その生産量の
安定化・収量向上とともに、担い手の育成・確保に繋げる、持続可能な一次産業の振興を図る取組を行っています。

今後は、水産業や防災分野へのモニタリング技術の活用も進め、大阪・関西万博の目標であるSociety 5.0や市民のよ
りよい暮らしの実現につなげていきます。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

ブランド野菜のスマート農業 データの見える化・共有 デジタル技術のさらなる応用

舞鶴市は、企業や大学等の多様な主体と連
携し、まちづくりに積極的に先進技術を活用す
ることで「先進技術を生かした持続可能なまち
づくり」を推進しています。

これまで、主要な産業である一次産業の生産
量拡大や高収益化による所得の安定が大きな
課題となっていました。この課題を解決するた
め、まずは、京のブランド産品に認定されている
ものの、栽培管理が非常に難しい「万願寺甘と
う」において、データを活用したスマート栽培を
可能とする取組を行うこととしました。

2019年から、ＫＤＤＩ㈱や生産者団体である
甘とう部会をはじめ関係団体等との連携の下、
相互理解を深めながら、生産現場の実情やデ
ジタル技術の有効性について情報共有や協議
を積み重ね、農業分野への ICT/IoT 活用を
進めております。

この取組は、高収量生産者の栽培環境である
温度や湿度、土壌水量のデータを収集し、見え
る化・共有することでデータ利活用型のスマー
ト万願寺栽培の実現を目指すものです。
高収量生産者８名のデータを収集する際に使

用する機器を同一システムのセンサーに統一
することで同一規格でのデータ収集ができ、異
なる環境下での生育状況等が容易に比較で
きるようになりました。

取得したデータは栽培管理システムで共有す
るなど、アナログな手法も併用することで、デー
タによるスマート農業に、経験に基づく個々のノ
ウハウも反映できています。

収集したデータを利活用することでノウハウ
が共有され、新規就農者や若手の生産者に対
してのマニュアルになっています。こうした取組
は、生産地全体の底上げやレベルアップに繋
がっていると考えます。

将来的には、栽培環境データと収穫量の相関
を分析することにより、産地全体の収穫量予測
を実現し、流通量の適正管理・価格の安定化に
つなげることを期待しています。

また、舞鶴茶などブランド力の高い他の農産
物への応用・展開や、水産業など一次産業全
体の発展にも結びつけたいと考えています。

2023年７月からは、 「京のブランド産品」に
認定されている「丹後とり貝」の生産現場にお
けるスマート技術の導入に取り組んでいます。
丹後とり貝は、年ごとにその出荷個数（豊凶）に
ばらつきがあることから、安定した出荷や担い
手の確保、養殖のマニュアル化を目指した実証
実験としています。

今後も、住民の移動手段の確保や子育て支援、
防災分野など様々な分野でデジタル技術の活
用に取り組み、Society 5.0への貢献と、市民
のよりよい暮らしの実現につなげていきます。

問い合わせ先：舞鶴市役所（企画政策課）

担当者：西、飛龍

 URL：https://www.city.maizuru.kyoto.jp/

Mail：plan@city.maizuru.lg.jp

京都府舞鶴市

ブランド京野菜のスマート栽培による持続可能な産地づくり（2023年12月掲載）
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事業名

取組の概要

セーフコミュニティ・プロジェクトin松原

大阪府松原市
交流の促進

大阪府松原市

WHOが推奨する「セーフコミュニティ国際認証」に取り組む海外の地域と国際SCネットワークとして交流を図っています。
セーフコミュニティとは「けがや事故は、偶然ではなく予防できる」という理念の下、様々なデータをもとに地域の安全診断を
行い、設定した重点課題について住民と協働でPDCAサイクルを運営する取組です。 世界で430以上、国内で17の自治
体が導入しています。

また、本市では外国籍住民が年々増加傾向にあることから、市民の異文化理解の促進や国際感覚の醸成が求められてお
り、セーフコミュニティをきっかけとした国際交流を行っています。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

セーフコミュニティ国際認証
都市～松原SCと韓国SC～

共通テーマ「安心安全なまち
づくり」を海外地域と共に

２025大阪・関西万博を契機
に新たな国際交流をスタート

本市は2011年にセーフコミュニティ活動を開
始し、2013年、2018年に続き、2023年11月
に3度目のセーフコミュニティ国際認証を取得
しました。

国際認証審査員より「地域と協働で進めて
いる松原市の予防活動や取組は非常に素晴ら
しいものであり、是非世界に発信していけるよ
うな機会を検討してほしい」との声をいただき
ました。そこで『アジア地域セーフコミュニティ
ネットワーク』のメンバーである韓国のセーフコ
ミュニティ推進自治体と取組に関する情報共
有を図りながら、互いのセーフコミュニティ事業
を推進することになりました。

今後のセーフコミュニティに関する取組を継
続・発展させるために、担い手の育成や新たな
視点をどのように受け入れ、盛り込んでいくか
について、行政・関係機関・地域のみなさんで
共有・検討する手法を模索しました。

「万博国際交流プログラムモデル事業」の一
環である今回のプロジェクトでは、海外のセー
フコミュニティに取り組むチームと、予防活動及
び解決の方策について、情報共有や意見交換
をしました。特に本市の取組当初から交流のあ
る韓国のセーフコミュニティ支援センターに協
力をいただき、韓国のセーフコミュニティチーム
（8自治体）と交流を進めました。

第１弾ではセーフコミュニティ活動を進める行
政職員のみなさん、第２弾では地域で活動する
みなさんが来日しました。

国際認証であるセーフコミュニティに取り組む
者同士、課題や成果、取組の良い点などにつ
いて学び合うよい時間を過ごしました。

本市のセーフコミュニティ活動を担う地域の
みなさんにとって「活動を継続、発展させていき
たい。」と“松原SC”の魅力を改めて実感でき
る機会となりました。

2025年4月13日から開催される大阪・関
西万博の「いのち輝く未来社会のデザイン」
というテーマが「セーフコミュニティ」と親和性
が高いことから実現した本事業を契機として、
新たな国際交流をスタートします。

セーフコミュニティをきっかけとして始まった
台北市文山区やオーストラリア、韓国との交
流を深めていくことで、安全対策のさらなる向
上に加え、次世代を担う青少年のセーフコ
ミュニティ活動、国際交流活動を発展させて
いきます。

あわせて2025年2月の市制施行70周年
記念事業の実施により、地域のみなさんがま
ちへの誇りや愛着を深め、将来につながる新
たな一歩を踏み出す機会の展開を図ってい
きます。

問い合わせ先：松原市 市民協働部 市民協働課

担当者：北野

 URL： https://www.city.matsubara.lg.jp/docs/1326530.html

Mail：kyodoka@city.matsubara.osaka.jp

松原市・内閣官房国際博覧会推進本部

SCプロジェクトin松原（2024年5月掲載）

（例）図表_取組の概要がわかるもの 
・先方HPやスライド等から転載可のモノを掲載
・簡単な図・イメージがある方がbetter
・掲載にあたり、許諾（出展記載）等あれば対応

（例）図表_取組の概要がわかるもの 
・先方HPやスライド等から転載可のモノを掲載
・簡単な図・イメージがある方がbetter
・掲載にあたり、許諾（出展記載）等あれば対応
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事業名

取組の概要

2025⼤阪・関⻄万博をまちと⼈の成⻑の機会に

和歌山県有田市
交流の促進

和歌山県有田市

万博国際交流プログラム（内閣官房国際博覧会推進本部）を契機とした、教育交流を促進するため、ドバイGEMSアル・バ
ルシャ・ナショナルスクールとの連携協定を、２０２４年１月に締結しました。交流のテーマを「サスティナブル・コレボレーション
（次世代エネルギー）」として本市の中学生とGEMS校の生徒が次世代エネルギー等をテーマに環境学習を進めます。

世界が「2050年カーボンニュートラル」という目標を掲げ、脱炭素への転換期である現在、本市の地域経済を支えてきた
石油精製工場が2023年10月その機能を停止しましたが、その跡地で次世代航空燃料「SAF」の製造に向け動き出しまし
た。原油産油国であるUAEのなかでドバイは、いち早く原油に頼らない政策を打ち出しています。そのドバイを中心に持続可
能なエネルギーについて 、相互の中学生及び高校生が共同的な探求学習に取り組んでいきます。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

UAE（ドバイ）との交流 教育分野での取り組み 産業と教育

２022年のドバイ万博の視察が起点となり、
2025年の大阪・関西万博を機に、更なるまち
の成長、人の成長に向けて取り組みを進めてい
ます。

ドバイ万博はコロナ禍であり、自治体として初
めて視察に訪れたのが本市であったことから、
歓迎を受け、様々な機関とのご縁が生まれまし
た。特に在ドバイ日本国総領事館の総領事や
職員の方には本市を訪問いただくなど継続的
な交流へと発展しました。

「世界一高いビルや多様なバックグラウンドの
人々が行き交うドバイに訪れることで、子どもた
ちの成長につながる。是非ともドバイの学生と
交流ができないか」と総領事や関係機関に相
談し、強力なサポートをいただくことで、交流の
一歩を踏み出しました。

2023年11月にGEMS アル・バルシャ・ナショ
ナル・スクール校と初めてのオンライン会議を
開催。2024年１月は教育交流の協定を締結
することができ、本格的な交流に向けスタート
を切りました。

■協定の内容

①共同教育プロジェクト：環境の持続性、テクノ
ロジーなど相互に関心のあるテーマについて、
共同的な探求学習の実施

②交換留学プログラム：学生がお互いの文化
や教育システムを体験するための短期交流訪
問

③文化交流イベント：お互いの文化や伝統を祝
うイベントや活動の企画

本市はこの機会を「まちと人の成長」につな
げるために、特に以下の点を意識して取り組
みを継続したいと考えています。

・子どもたちが多様な価値観に触れることで、
国際感覚の涵養につなげます

・次世代エネルギーの探求や先端技術等に
ついて学ぶ機会を得ることで、将来を担う人
材の育成につなげます

・教育と産業を融合させたまちづくりを行い、
学びが技術につながり、技術が明るい未来
環境につなげます

・在ドバイ日本国総領事館主催の天皇誕生
日レセプションにて、本市の特産品である「有
田みかんの加工品」を展示しPRをおこないま
した。有田みかんを代表とする農産物や海産
物の海外販路開拓に取り組み、産業振興に
もつなげます

問い合わせ先：

担当者：有田市秘書広報課 桃井

 URL：https://www.city.arida.lg.jp

Mail：hisho@city.arida.lg.jp

和歌山県有田市
2025⼤阪・関⻄万博をまちと⼈の成⻑の機会に（2024年5月掲載）
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・先方HPやスライド等から転載可のモノを掲載
・簡単な図・イメージがある方がbetter
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事業名

取組の概要

スポーツによる国際交流を通じた地域の活性化

橿原市観光協会
交流の促進

奈良県橿原市

シルクロードを通じた交流により、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会開催に伴い、橿原市は２０１７年にカザフ
スタンのホストタウンとして登録されました。これを機に、橿原市観光協会は橿原市スポーツコミッションの一員として、ホスト
タウン交流事業のみならず、スポーツ合宿の誘致を始めとしたスポーツツーリズムの推進に取り組んできました。

大阪・関西万博では、ホストタウンとしてカザフスタンパビリオンの運営に協力し、さらに、より多くの参加国からスポーツ合
宿等を誘致することで、スポーツツーリズムや国際文化交流の発展を図り、地域の活性化に繋げたいと考えています。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

ホストタウン事業による
スポーツツーリズムの萌芽

スポーツを通じた国際交流
万博を契機としたスポーツ
ツーリズムの更なる発展

カザフスタンと橿原市はシルクロードで繋がっ
ており、歴史的に深い縁があります。また、橿原
市はカザフスタンの学生を受け入れ、日本文化
体験教育旅行プログラムを実施しています。そ
のため、東京オリンピック・パラリンピック競技
大会開催に伴い、2017年、橿原市はカザフス
タンのホストタウンに登録されました。

これを契機として、橿原市観光協会は、橿原
市、奈良県、橿原市スポーツ協会、橿原商工会
議所、総合型地域スポーツクラブ等と「橿原市
スポーツコミッション」を構成し、ホストタウン交
流事業のほか、スポーツ合宿の誘致等に取り
組み、地域の文化・スポーツ資源を活用したス
ポーツツーリズムを推進してきました。

スポーツ合宿の誘致については、2023年、Y
ＯＵＴＨ ＣＯＮＳＯＲＴＩＵＭ ＰＲＯＪＥＣＴの趣旨
に賛同し、「日本と中国をつなぐ 中日少年ス
ポーツ交流プロジェクト」を実施しました。

橿原市観光協会は、「橿原市スポーツコミッ
ション」の一員として、次のようなホストタウン交
流事業を実施しました。

☺橿原市職員、JICA職員、元橿原市CIR（国
際交流員）が、オンラインでカザフスタンを紹介

☺各種スポーツイベントにおけるホストタウン
PRブースの出展

☺橿原市ホストタウンマスコットキャラクター
「りぷたん」の作成

また、 「中日少年スポーツ交流プロジェクト」
については、中国上海の少年野球チームを誘
致し、市内の県立橿原公苑陸上競技場で地域
の少年野球チームと合同練習を実施した後、
奈良県の郷土料理「柿の葉寿司」を賞味して
もらいました。その後、市の文化資産である「歴
史に憩う橿原市博物館」、「橿原神宮」を見学
してもらいました。

今後もホストタウン交流事業を継続し、長期
的にカザフスタンと交流を進めていきます。

また、「中日少年スポーツ交流プロジェクト」
については、次のような内容を加え、次回の実
施を予定しています。

☺橿原市が株式会社カプコンと包括連携協
定を締結している「ストリートファイター」シ
リーズに関する体験交流

☺プロ野球選手を輩出している県内の野球
強豪校での野球交流・同校出身のプロ野球
選手による野球指導

大阪・関西万博でカザフスタンパビリオンの
運営に協力し、関係者と交流を図るとともに、
万博を契機としてより広くスポーツ合宿等を
誘致することで、橿原市のスポーツツーリズム
を発展させ、国際交流による地域の活性化に
繋げたいと考えています。

問い合わせ先：

担当者：一般社団法人橿原市観光協会 松井

 URL：https://kashihara-kanko.or.jp/

Mail：info@kashihara-kanko.or.jp

一般社団法人橿原市観光協会

スポーツによる国際交流を通じた地域の活性化（2024年5月掲載）
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事業名

取組の概要

丹波篠山国際博 日本の美しい農村、未来へ

丹波篠山市
交流促進と地域振興

兵庫県丹波篠山市

(1) 主催
丹波篠⼭市、丹波篠⼭国際博実⾏委員会

(2) 会期
令和7年4⽉1⽇(⽕)〜令和8年3⽉31⽇(⽕)、1年間

(3) 会場
丹波篠⼭市内全域

(4) コンセプト
⾷の聖地、農の都を未来へ
⽂化芸術、創造農村を未来へ
⽣物共⽣、⾃然環境を未来へ
四季折々、美しい景観を未来へ
市⺠の⼒、丹波篠⼭ブランドを世界へ

ロゴマークについて
農村の星、丹波篠山
丹波篠山には、美しい農村
の風景をはじめ歴史、文化、
自然、農産品、工芸品や祭
りなど、たくさんの「美しさ」
があります。
その「美しさ」を守り、次世
代へつなぐための営みを
日々続ける人々がいます。
「美しさ」を未来へ受け継
ぎ、さらに輝く丹波篠山へ
と思いを込めました。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

国際博開催へのきっかけ 開催まであと1年（プレ事業） 日本の美しい農村、未来へ

きっかけは２０２５年に開催される「大阪・関西
万博」を機に、ユネスコ創造都市である丹波篠
山を広く知ってもらい、国際交流を深めたいと
いう議員提案からです。

2023年８月に丹波篠山国際博推進市民委
員会を設立しました。1月11日現在、自治会や
まちづくり協議会、市民団体、事業所など約
180団体が所属しています。

国内外から多くの観光客を呼び込み、１年を
通して世界に誇れるわが市の魅力を知っても
らおうと開催する運びになりました。

持続的な観光客の誘客や市のブランド力のさ
らなる向上につなげ、市民の皆さんにも自分た
ちは世界に誇れる素晴らしい資源に恵まれた
まちに住んでいるということを再認識いただき、
オール市民参加で持続的な地域の発展を目
的に取り組んで行くため、開催への準備を進め
ています。

パビリンオンは農村。アトラクションは地域文
化。特別なことや、一過性のことをやらずとも丹
波篠山には世界に誇るものがたくさんあります。

町並みや食を楽しんでもらい、祭りや農業・焼
き物の体験など、素晴らしい資源を国内外に発
信します。

また、市内全体を周遊してもらえるように、焼
き物と温泉のエリア（今田地区）、丹波篠山茶
と紅葉のエリア（丹南地区）、自然とキャンプエ
リア（西紀地区）、城下町と古民家のエリア（篠
山地区）、宿場とサイクリングエリア（城東・多
紀地区）など、エリアごとの特色を明確にし、丹
波篠山でしか味わえない魅力を楽しんでもら
おうという案も出ています。

開催に向けてあと1年、体験やおもてなしなど
プログラムの磨き上げ、国内外の方に認知して
いただくための告知宣伝、並びに本番に向けて
プレ事業や実証事業などに取り組みます。

国際博開催の目的は、国内外から多くの方に
お越しいただき「日本の宝石箱 丹波篠山市」
のファンとなり、地域や地域の人々と多様に関
わる関係人口増加へ、そして新しいライフスタイ
ルや移住定住推進へのきっかけにつなげてい
きたいと考えています。そのために、６つの専門
部会を設けて未来につなげる取組等について
検討しています。

【祭礼・催事】心トキメキ部会

【環境・農林】自然の恵み部会

【地域づくり】長～いおつき合い部会

【文化・工芸】クリエイティブ部会

【商工振興】がっちりエブリデイ部会

【交通・観光・宿泊】一度来たら二度三度部会

市民の力は、まちの力。オール丹波篠山、官民
一体となり準備します。

問い合わせ先：丹波篠山市役所 観光交流部
（丹波篠山国際博担当）

 URL：https://expo.sasayama.jp/

Mail：expo_div@city.sasayama.hyogo.jp
丹波篠山市

2025丹波篠山国際博（2024年5月掲載）

イメージ図・写真
（五つのエリアイメージ
中西さん）
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事業名

取組の概要

子どもたちの国際交流 ～Fly to the world!!～

大阪府泉南市
交流の促進

大阪府泉南市

市域に関西国際空港を含む泉南市は空の玄関口・国際交流の窓口となっており、日常の中でいろいろな国や地域にルー
ツを持つ方々に出会ったり、コミュニケーションをとらなければならない機会が増えています。そういった中、子どもたちには、こ
れから益々発展する国際社会に向けて、多文化の理解を進めるための環境整備が必要になると考えています。

そこで、2025年大阪・関西万博を契機として捉え、姉妹都市協定を締結しているフィリピン共和国ダバオ市およびフィリピ
ン共和国との間で、教育面・文化面・経済面などあらゆる分野での交流を推進します。

交流事業に関する写真や図などを入れていただきますようお願いいたします。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

「令和５年度万博国際交流プログラム（モデ
ル事業）」の選定自治体の一つに選定された
ことも契機に、「共創チャレンジ」にも登録し、
令和５年度は次の事業を行いました。

☑ 泉南市/ダバオ市両市の小中学生による環
境・文化をテーマとしたオンライン交流

☑ ダバオ市の特産品であるカカオに着目し、
アグリビジネス及びサプライチェーンをテーマと
したダバオ市でのイベント

☑ フィリピン共和国の音楽やダンス、食文化を
紹介するため、イベントの開催や給食の提供

万博を契機に生まれたこれらの取組を通じて、
両市の小中学生が、互いの文化に触れ、違い
を受容し、共通点を発見する機会となりました。

今後も、万博に向けてダバオ市及びフィリピン
共和国との交流を加速化していきます。

ダバオ市との交流のはじまり 交流によって、互いを知る 子どもたちの未来のために

・2017年10月

ダバオ市使節団が泉南市を訪れました。

・2018年10月

当時の市長からダバオ市長（当時サラ・ドゥテ
ルテ・ダバオ市長）へ親書を送付しました。

・2022年１１月

現山本優真市長がダバオ市へ訪れ、セバス
チャン・Z・ドゥテルテ市長を表敬訪問。姉妹都
市連携に向けての覚書に署名しました。

・2023年４月２５日

経済や教育など包括的な分野で協力し、両市
がともに発展していくため、泉南市初の海外姉
妹都市協定を締結する。調印式はSENNAN 
LONG PARKにて開催されました。

空の玄関口である泉南市の子どもたちが、将
来泉南という地で育ったからこそ得られる経
験や広い視野を活かして、大きく活躍してもら
いたいと考えています。

国際コミュニケーション能力を身に着け、世界
中を旅するも良し、国外で仕事をするも良し。

幼少期から身近な存在の「関西国際空港」
がある泉南市に住み続けながら、その能力を
発揮することができる空港会社や航空関連
企業等と連携した職場などでの活躍も、選択
肢の一つに入れてもらうことを目指します。

また、国際交流から得られるものは言語力や
コミュニケーション能力だけでなく、積極性や
固定概念にとらわれない力などもあります。
国際的なことだけでなく、様々なジャンルでの
活躍が期待されると考えています。

問い合わせ先：

担当者：泉南市成長戦略室連携戦略課/行政経営部政策推進課

 https://www.city.sennan.lg.jp/shisei/annai/shimaitoshire
nkei/index.html

Mail：renkei@city.sennan.lg.jp

大阪府泉南市

子どもたちの国際交流 ～Fly to the world!!～（2024年5月掲載）
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事業名

取組の概要

大阪・関西万博関連事業 ～ 南あわじ市・トロペア市たまねぎ友好交流 ～

兵庫県南あわじ市
交流の促進

兵庫県南あわじ市

2023年4月、イタリア・トロペア市のマクリ市長が日本有数の玉ねぎの産地である兵庫県南あわじ市を訪問されたことを
きっかけに、来る2025年大阪・関西万博に向けて、両市共通の特産品である「たまねぎ」を切り口とした、食や音楽の文化
交流をはじめました。

万博会場内外において、両市の交流と観光ＰＲとなるような共同出展を行い、両地域の交流を万博のレガシーとして未来へ
繋げていくことを目指しています。

QR
コード

360°EXPO拡張マップ

トロペア市長来訪
友好交流協定の締結

共通の玉ねぎを中心に
音楽と料理で交流

2025年万博会場での共同
出展に向けて

【取組の経緯】

・海に囲まれた温暖な気候、玉ねぎが特産、観
光業が盛んなことなど、両地域の共通点が多
いことから、2023年4月にトロペア市マクリ市
長が、本市を初訪問されました。

・玉ねぎ畑や、うずの丘、淡路人形座などの観
光施設等を視察いただき、両市長による意見
交換を実施。その中で双方が魅力ある街であ
ると認識し、「万博に向けて交流を深めていき
ましょう」と話されたことから交流が始まりまし
た。

・両市で万博に向けて取組みを進めるにあたり、
内閣官房の万博国際交流プログラム（コーディ
ネーター連携事業）へ申請。2023年12月にオ
ンラインにて『観光物産交流友好都市提携協
定』（通称：南あわじ市・トロペア市たまねぎ友
好交流協定）を締結しました。

【交流調査団による現地調査】

・万博国際交流プログラムを活用し、2024年1
月に本市の交流調査団がトロペア市を初訪問。
現地の子ども達と交流したほか、関係者との意
見交換を行いました。

①おにおんリング交流

・淡路島の玉ねぎPRソングである『おにおんリ
ング』のイタリア語・トロペア市版を作成し、歌と
ダンスを通して、トロペア市の子ども達約50名
とその保護者らと交流を図りました。

②料理人交流

・両市のシェフが、玉ねぎを使った料理を披露。
互いに料理の特徴や作り方を教え合いました。

③関係機関との意見交換

・万博への共同出展に向けて、JNTOローマ事
務所、在イタリア日本国大使館、伊日財団と意
見交換を行いました。

【取組の成果と今後の展開】

・取組を通じて、万博会場内における共同出
展に向けたアプローチ先がわかり進展できた
こと、また、相手国地域との交流により互いの
地域への理解が深まり、さらに関係者間の交
流に向けた機運醸成が行えました。

・万博会場での両市交流ブースの出展やイ
ベント開催に向けて、繋がりのできた関係団
体へ聞き取りを進めるとともに、トロペア市と
具体的な催事内容を検討していきたいと考え
ています。

問い合わせ先

担当者：南あわじ市 産業建設部 万博・観光戦略室 濵田

 URL：https://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/

Mail：expo_kankou@city.minamiawaji.hyogo.jp
兵庫県南あわじ市

大阪・関西万博関連事業 ～ 南あわじ市・トロペア市たまねぎ友好交流 ～（2024年5月掲載）
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